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偽
経
『
仏
頂
心
陀
羅
尼
経
』
の
版
行
・
石
刻
活
動
の
演
変

福
田　
素
子　

前
言

『
仏
頂
心
陀
羅
尼
経
』
は
か
つ
て
一
定
程
度
流
行
し
た
こ
と
の
あ
る
仏
典
で
あ
り
、
別
名
『
仏
頂
心
大
陀
羅
尼
経
』『
仏
頂
心
観
世
音
菩

薩
陀
羅
尼
経
』
と
も
言
う
。
こ
の
経
典
は
上
中
下
の
三
巻
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
下
巻
に
あ
る
四
つ
の
霊
験
譚
は
、
日
本
や

中
国
の
仏
教
霊
験
譚
の
成
り
立
ち
を
考
え
る
上
で
貴
重
な
材
料
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
筆
者
も
ま
た
、
討
債
鬼
故
事 

と
い
う
中
国
の
怪

異
譚
の
成
立
を
考
え
る
た
め
に
、『
仏
頂
心
陀
羅
尼
経
』
下
巻
第
三
話
を
研
究
の
対
象
と
し
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
話
の
形
成
だ
け
で

は
な
く
、
こ
の
仏
典
そ
の
も
の
の
成
立
・
流
伝
自
体
も
ま
た
、
討
債
鬼
故（

1
）事の
受
容
を
考
え
る
為
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
こ
で
本
論
文
で
は
こ
の
仏
典
が
ど
の
よ
う
に
信
仰
さ
れ
て
き
た
の
か
を
、
現
在
各
地
に
残
さ
れ
て
い
る
版
本
や
石
刻
拓
本
に
付
さ

れ
た
題
記
に
よ
っ
て
考
察
し
た
い
。

一
、『
仏
頂
心
陀
羅
尼
経
』
と
は

『
仏
頂
心
陀
羅
尼
経
』
は
、
経
録
類
に
記
載
が
な
く
、
大
蔵
経
な
ど
の
叢
書
に
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い
、
い
わ
ゆ
る
偽（

2
）経に
分
類
さ
れ
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る
経
典
で
あ
る
。
そ
の
た
め
史
書
の
記
載
も
極
め
て
少
な
く
、
残
さ
れ
て
い
る
写
本
・
刊
本
・
石
刻
と
そ
れ
ら
の
題
記
が
そ
の
性
格
や
形

成
を
知
る
た
め
の
手
が
か
り
と
な
る
。
数
多
く
の
テ
キ
ス
ト
が
残
存
し
て
い
る
が
、
刊
行
さ
れ
た
地
域
は
中
原
の
他
に
西
域
・
朝
鮮
半（

3
）島

・
ベ
ト
ナ（

4
）ム・
日（

5
）本に
広
が
り
、
刊
行
に
使
用
さ
れ
た
言
語
は
漢
語
以
外
に
ウ
イ
グ
ル（

6
）語・
西
夏（

7
）語・
朝
鮮
語
に
及
ぶ
。

こ
の
経
典
に
関
し
て
、
最
も
多
く
の
資
料
を
調
査
し
考
証
を
加
え
た
の
は
、
鄭
阿
財
『
敦
煌
写
本
「
仏
頂
心
観
世
音
菩
薩
大
陀
羅
尼
経
」

研
究
』（『
敦
煌
学
』
二
十
三
輯
、
二
〇
〇
一
）
で
あ
る
。
鄭
阿
財
は
こ
の
論
文
に
お
い
て
、
敦
煌
写
本
・
上
海
図
書
館
蔵
南
宋
残
本
・
ロ

シ
ア
科
学
院
東
方
学
研
究
所
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
分
院
蔵
西
夏
語
及
び
漢
文
本
・
応
県
木
塔
遼
代
写
本
・
房
山
石
経
金
代
刻
経
本
・

日
本
天
理
大
学
図
書
館
蔵
西
夏
語
本
・
台
湾
故
宮
博
物
院
蔵
泥
金
字
本
・
米
国
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ
ス
博
物
館
蔵
明
正
統
刊
本
・
ロ
シ
ア

科
学
院
東
方
学
研
究
所
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
分
院
及
び
ベ
ル
リ
ン
ト
ル
フ
ァ
ン
文
献
セ
ン
タ
ー
分
蔵
ウ
イ
グ
ル
語
本
に
つ
い
て
そ
れ

ぞ
れ
別
個
に
な
さ
れ
て
い
た
叙
録
を
ま
と
め
、
敦
煌
本
に
よ
っ
て
排
印
を
行
い
、
こ
の
経
典
を
研
究
す
る
た
め
の
基
礎
を
築
い
た
。
ま
た
、

成
立
時
期
に
つ
い
て
は
敦
煌
写
本
の
年
代
考
証
や
下
巻
の
第
四
話
に
現
れ
る
中
国
の
地
名
の
考
証
か
ら
中
唐
期
と
推
定
し
て
い
る
。
成
立

地
点
に
つ
い
て
は
、
は
じ
め
の
経
典
の
紹
介
で
は
「
唐
五
代
中
原
不
傳
，
然
西
夏
、
遼
、
金
多
奉
行
信
受
而
甚
至
流
行
，
其
後
傳
入
中
土
，

南
宋
、
元
代
、
明
代
民
間
則
多
所
流
傳
」
と
し
て
い
る
が
、「
當
是
唐
代
中
土
所
產
生
的
疑
僞
經
」
と
い
う
記
述
も
あ
り
、
中
原
・
西
域

の
い
ず
れ
と
も
定
め
難
い
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

鄭
阿
財
は
こ
の
経
典
の
作
者
を
不
明
と
し
て
い
る
が
、
西
夏
語
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
紹
介
を
し
て
い
る
西
田
龍
雄
は
、『
西
夏
王
国

の
言
語
と
文
化
』（
岩
波
書
店　

一
九
九
七
）
所
収
「
西
夏
語
仏
典
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、「
経
論
法
説
沙
門
法
戒
」
の
名
が
訳
者
と
し

て
付
さ
れ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
の
存
在
を
指
摘
し
て
い（

8
）る。
こ
の
沙
門
法
戒
に
つ
い
て
は
、
他
の
文
献
に
は
全
く
見
え
ず
、
本
当
に
こ
の
仏

典
の
訳
者
と
い
え
る
の
か
ど
う
か
も
含
め
不
詳
で
あ
る
。

陳
燕
珠
は
『
房
山
石
経
中
遼
末
與
金
代
刻
経
之
研
究
』
中
の
「
遼
金
単
本
刻
経
之
探
討　

三
《
仏
頂
心
観
世
音
菩
薩
大
陀
羅
尼
経
》」

に
お
い
て
、
こ
の
経
典
に
智
通
訳
『
千
眼
千
臂
観
世
音
菩
薩
陀
羅
尼
神
呪（

9
）経』
或
い
は
菩
提
流
志
訳
『
千
手
千
眼
観
世
音
菩
薩
姥
陀
羅
尼
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身（
10
）経』
の
文
章
の
一
部
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
は
こ
の
経
典
が
両
経
典
の
成
立
よ
り
後
の
成
立
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
ま
た
房
山
石
刻
本
と
遼
代
の
応
県
木
塔
か
ら
発
見
さ
れ
た
版
本
の
校
勘
を
行
い
、
房
山
石
刻
本
が
誤
字
脱
字
の
少
な
い
佳

本
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い（

11
）る。
陳
燕
珠
は
経
典
名
を
挙
げ
る
に
留
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
典
の
訳
出
年
代
は
、『
仏
書
解
説

大
辞（

12
）典』
に
よ
れ
ば
『
千
眼
千
臂
観
世
音
菩
薩
陀
羅
尼
神
呪
経
』
が
貞
観
元
年
か
ら
永
徽
四
年
（
六
二
七
～
六
五
三
）、『
千
手
千
眼
観
世

音
菩
薩
姥
陀
羅
尼
身
経
』
は
、
訳
者
菩
提
流
志
の
没
年
が
、
開
元
十
五
年
（
七
二（

13
）七）
で
あ
る
か
ら
、『
仏
頂
心
陀
羅
尼
経
』
の
成
立
は

早
く
と
も
七
世
紀
後
半
以
降
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

『
仏
頂
心
陀
羅
尼
経
』
の
内
容
を
改
め
て
紹
介
す
る
と
、
上
巻
に
は
観
音
の
発
願
と
経
典
の
功
徳
が
説
か
れ
て
い
る
。
中
巻
に
は
「
陀

羅
尼
秘
字
」
を
書
い
た
紙
を
香
水
で
呑
み
込
ん
で
難
産
や
病
気
を
治
療
す
る
、
と
い
う
呪
術
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
（
こ
れ
は
道
教
の
「
符

水
治（

14
）病」
を
取
り
入
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
）。
下
巻
に
は
経
典
を
信
仰
し
た
人
に
い
か
な
る
功
徳
が
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
の
、
四
つ
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

第
一
、
賓
陀
国
で
疫
病
が
流
行
し
た
際
、
観
音
菩
薩
が
白
衣
の
居
士
と
な
っ
て
現
れ
、『
仏
頂
心
陀
羅
尼
経
』
を
人
に
請
う
て
写
経
さ
せ
、

心
を
込
め
て
供
養
さ
せ
て
人
々
を
救
う
。

第
二
、
婆
羅
奈
国
の
あ
る
長
者
の
息
子
が
十
五
歳
の
時
に
病
気
に
な
り
、
隣
の
一
長
者
が
『
仏
頂
心
陀
羅
尼
経
』
を
写
経
す
る
よ
う
に

勧
め
た
た
め
、
閻
王
が
こ
の
息
子
の
寿
命
を
九
十
歳
ま
で
延
長
す
る
。
以
上
二
つ
の
故
事
は
『
千
眼
千
臂
観
世
音
菩
薩
陀
羅
尼

神
呪
経
』
に
由
来
す
る
。

第
三
、
毒
殺
さ
れ
た
者
が
、
殺
人
者
の
生
ま
れ
変
わ
り
で
あ
る
女
の
子
ど
も
に
何
度
も
転
生
し
て
復
讐
し
よ
う
と
す
る
が
、
女
が
『
仏

頂
心
陀
羅
尼
経
』
を
信
仰
し
て
い
る
た
め
に
遂
げ
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
あ
る
日
観
音
の
化
身
で
あ
る
高
僧
に
正
体
を
現
さ
れ

て
成
仏
さ
せ
ら
れ
る
。
女
は
い
っ
そ
う
信
仰
を
強
め
、
九
十
七
歳
の
長
寿
を
得
た
後
に
、「
秦
国
の
男
子
」
に
転
生
す
る
。
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第
四
、
あ
る
男
が
懐
州
の
県
令
に
任
じ
ら
れ
た
が
、
路
銀
が
な
い
の
で
泗
州
の
普
光
寺
に
行
っ
て
常
住
銭
（
寺
院
が
経
営
す
る
貸
金
業
）

の
金
を
借
り
る
。
取
り
立
て
の
為
に
普
光
寺
の
沙
弥
が
つ
い
て
く
る
が
、
男
は
金
を
返
す
の
が
嫌
に
な
っ
た
た
め
、
沙
弥
を
袋

に
つ
め
て
船
か
ら
水
中
に
投
げ
落
と
す
。
し
か
し
沙
弥
は
『
仏
頂
心
陀
羅
尼
経
』
を
信
仰
し
て
い
た
の
で
、
袋
ご
と
空
を
飛
ん

で
懐
州
に
先
回
り
す
る
。
男
は
沙
弥
の
姿
を
見
て
驚
愕
し
、
自
ら
も
『
仏
頂
心
陀
羅
尼
経
』
に
帰
依
し
た
と
こ
ろ
、
経
典
の
功

徳
に
よ
っ
て
勅
命
が
下
り
、
懐
州
の
刺
史
に
改
め
ら
れ
る
。

筆
者
は
二
〇
〇
八
年
、「
偽
経
『
仏
頂
心
陀
羅
尼
経
』
的
研（

15
）究」
に
お
い
て
、
こ
の
経
典
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
鄭
阿
財
は
唐

代
の
テ
キ
ス
ト
は
敦
煌
写
本
の
み
と
い
う
前
提
で
考
察
し
て
い
た
が
、
筆
者
は
宋
代
の
金
石
資
料
に
唐
代
中
原
の
『
仏
頂
心
陀
羅
尼
経
』

石
刻
に
関
す
る
記（

16
）録
が
複
数
現
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
の
経
典
が
唐
代
の
中
原
に
既
に
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
示
し

た
。
ま
た
、「
討
債
鬼
故
事
」
と
『
仏
頂
心
陀
羅
尼
経
』
下
巻
の
霊
験
譚
の
第
三
話
と
の
関
連
を
考
察
し
た
。
さ
ら
に
従
来
ほ
と
ん
ど
本

事
考
証
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
第
四
話
に
つ
い
て
も
『
日
本
霊
異
記
』
下
巻
第
四
話
「
沙
門
方
広
大
乗
を
誦
持
し
海
に
沈
み
て
溺
れ
ざ

る
縁
」
や
劉
斧
『
青
瑣
高
議
』
後
集
巻
四
「
陳
叔
文
」
と
い
っ
た
類
話
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し（

17
）た。

二
、『
仏
頂
心
陀
羅
尼
経
』
の
写
経
活
動

1
、
文
献
に
見
え
る
写
経
活
動

現
在
、
中
国
や
台
湾
の
仏
寺
や
道
観
に
詣
で
る
と
、
境
内
の
隅
に
信
者
の
寄
進
に
よ
っ
て
印
刷
さ
れ
た
袖
珍
版
の
経
典
が
山
積
み
に

な
っ
て
い
る
光
景
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
『
観
音
経
（
法
華
経
普
門
品
）』『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』
の
よ
う
な
正
統
の
経
典

だ
け
で
は
な
く
、『
父
母
恩
重
難
報
経
』
や
『
高
王
観
世
音
』
の
よ
う
な
古
く
か
ら
あ
る
偽
経
や
、
信
者
自
身
が
体
験
ま
た
は
見
聞
し
た

神
秘
体
験
を
書
き
綴
っ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
あ（

18
）り、
参
拝
者
は
そ
こ
か
ら
自
ら
の
必
要
と
す
る
経
典
を
無
料
で
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
る
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よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
仏
寺
に
道
教
経
典
が
、
道
観
に
仏
典
が
置
か
れ
て
い
る
の
は
、
勿
論
め
ず
ら
し
く
な
い
光
景
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
場
が
偽
経
を
拡
散
し
、
ま
た
は
新
し
く
生
み
出
す
場
と
し
て
機
能
し
て
い
る
状
況
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な

場
は
果
た
し
て
何
時
か
ら
存
在
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
も
そ
も
「
経
典
を
写
す
」
と
い
う
信
仰
活
動
の
淵
源
は
、『
唐
大
詔
令
』
巻
一
一
三
所
収
の
開
元
二
年
（
七
一
四
）
七
月
の
詔
「
断

書
経
及
鋳
仏
像
勅
」
に
う
か
が
う
こ
と
が
出
来
る
。

佛
教
者
、
在
於
淸
淨
、
存
乎
利
益
。
今
兩
京
城
內
、
寺
宇
相
望
、
凡
欲
歸
依
、
足
申
化
敬
。
下
人
淺
近
、
不
悟
精
微
、
覩
葉
希
金
、
望

燄
思
水
、
浸
以
流
蕩
、
頗
成
蠹
弊
。
如
聞
坊
巷
之
內
、
開
鋪
寫
經
、
公
然
鑄
佛
。
口
食
酒
肉
、
手
漫
羶
腥
、
尊
敬
之
道
既
虧
、
慢
神
之
心

遂
起
。
百
姓
等
或
緣
求
福
、
因
致
饑
寒
、
言
念
愚
蒙
、
深
用
嗟
悼
。
殊
不
知
佛
非
在
外
、
法
本
居
心
、
近
取
諸
身
、
道
則
不
遠
。
溺
於
積

習
、
實
藉
申
明
。
自
今
已
後
、
坊
市
等
不
得
輒
更
鑄
佛
寫
經
典
。
須
瞻
仰
尊
容
者
、
任
就
寺
拜
禮
。
須
經
典
讀
誦
者
、
勤
於
寺
讀
。
取
如

經
本
少
、
僧
爲
寫
供
。
諸
州
觀
竝
准
此
。（
開
元
二
年
七
月
）

（
仏
教
と
は
、
清
浄
な
環
境
に
お
い
て
利
益
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。
今
、
長
安
洛
陽
の
城
内
で
は
人
々
が
帰
依
す
る
に
足
る
だ
け
の
寺

院
が
建
ち
並
ん
で
い
る
の
に
、
下
賎
の
者
は
考
え
が
浅
く
、
木
の
葉
を
見
て
は
金
を
欲
し
が
り
、
炎
を
見
て
は
水
が
ほ
し
い
と
思
う
。
そ

の
よ
う
な
心
持
ち
に
染
ま
っ
て
流
さ
れ
、
弊
風
が
形
作
ら
れ
て
い
る
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
普
通
の
町
中
に
店
を
開
い
て
写
経
や
造

仏
が
行
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。
酒
や
な
ま
ぐ
さ
も
の
を
口
に
し
、
手
に
触
れ
て
は
、
尊
崇
の
道
は
廃
れ
、
神
仏
を
軽
ん
じ
る
心
が
起

こ
っ
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
庶
民
は
こ
の
よ
う
な
者
に
福
を
求
め
、
財
産
を
失
う
に
至
る
。
そ
の
愚
か
さ
を
思
え
ば
、
憐
れ
み
を
禁
じ
得

な
い
。
仏
と
は
そ
も
そ
も
外
に
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
法
と
は
心
に
あ
る
も
の
で
あ
り
、
親
し
く
こ
れ
を
身
に
つ
け
れ
ば
、
道
は
遠
い
も

の
で
は
な
い
。
長
年
悪
習
に
溺
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
に
申
し
渡
す
こ
と
と
す
る
。
今
よ
り
後
は
、
街
中
で
勝
手
に
造
仏
や
写
経
を
し
て

は
な
ら
な
い
。
仏
の
尊
像
を
拝
み
た
け
れ
ば
寺
に
行
っ
て
参
拝
す
れ
ば
よ
く
、
経
を
読
み
た
い
者
は
寺
で
読
む
よ
う
努
め
れ
ば
よ
い
。
経
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本
が
足
り
な
け
れ
ば
、
僧
が
写
し
て
供
す
る
こ
と
だ
。
諸
地
方
の
観
も
こ
れ
に
倣
え
。（
開
元
二
年
七
月
））

こ
の
詔
勅
は
、
牧
田
諦
亮
の
『
疑
経
研
究
』
に
お
い
て
既
に
紹
介
さ
れ
て
い（

19
）る。
開
元
当
時
、
全
く
の
俗
人
が
坊
巷
に
店
を
開
い
て
写

経
や
造
仏
を
行
う
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
お
り
、
筆
者
も
そ
れ
に
同
意
す
る
。
庶
民
か
ら
代
金
を
取
り
、
求
め

ら
れ
る
ま
ま
に
、
真
経
で
あ
れ
偽
経
で
あ
れ
写
経
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

『
仏
頂
心
陀
羅
尼
経
』
本
文
中
で
も
、
し
ば
し
ば
写
経
の
功
徳
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
短
い
経
典
の
中
で
、
写
経
に
つ
い
て
の
記
述
が

以
下
の
よ
う
に
存
在
し
て
い
る
。

①
「
若
有
慈
順
男
子
女
人
、
欲
報
父
母
深
恩
者
、
遇
見
此
佛
頂
心
陀
羅
尼
經
文
字
章
句
、
能
請
人
書
寫
、
受
持
讀
誦
、
毎
日
於
晨
朝
時
向

佛
前
、
燒
香
誦
念
此
陀
羅
尼
經
、
如
是
之
人
終
不
墮
於
地
獄
中
受
罪
（
も
し
慈
悲
深
く
道
理
に
従
う
男
子
女
人
が
い
て
、
父
母
の
深
い

恩
に
報
い
よ
う
と
欲
し
、
こ
の
『
仏
頂
心
陀
羅
尼
経
』
の
文
言
章
句
に
巡
り
合
っ
て
人
に
書
写
し
て
も
ら
う
こ
と
が
出
来
、
受
持
読
誦

し
、
毎
日
朝
に
仏
前
に
向
か
い
、
焼
香
し
て
こ
の
陀
羅
尼
経
を
唱
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
人
々
は
終
に
地
獄
に
落
ち
て
罪
を
受
け

る
こ
と
が
無
い
で
あ
ろ
う
。）（
上
巻
）」

②
「
善
男
子
善
女
人
生
我
國
中
、
護
如
眼
睛
、
愛
惜
不
已
、
此
陀
羅
尼
功
德
無
量
、
何
況
有
人
聞
見
書
寫
受
持
供
養
、
其
福
不
可
稱
量
（
善

男
善
女
が
我
が
国
に
生
ま
れ
れ
ば
、
我
が
眼
の
よ
う
に
大
事
に
護
り
、
愛
惜
し
て
や
ま
な
い
。
こ
の
陀
羅
尼
の
功
徳
は
計
り
知
れ
な
い
。

ま
し
て
こ
の
経
を
聞
き
、
所
持
し
て
供
養
す
れ
ば
、
そ
の
福
は
計
り
知
れ
な
い
。）（
上
巻
）」

③
「
若
復
有
一
切
女
人
、
厭
女
人
身
、
欲
得
成
男
子
身
者
、
至
到
百
年
舍
命
之
時
、
要
往
生
西
方
淨
土
、
蓮
花
化
生
者
、
當
須
請
人
書
寫

此
陀
羅
尼
經
、
安
於
佛
前
。（
も
し
ま
た
ど
ん
な
女
性
で
も
、
女
性
の
身
を
い
と
う
て
男
子
に
生
ま
れ
変
わ
り
た
い
と
思
っ
た
な
ら
ば
、

そ
し
て
百
歳
で
世
を
去
っ
た
時
に
極
楽
往
生
し
て
蓮
の
台
に
生
ま
れ
た
い
と
思
っ
た
な
ら
ば
、
人
に
依
頼
し
て
こ
の
陀
羅
尼
経
を
書
写
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さ
せ
、
仏
前
に
そ
な
え
る
べ
き
で
あ
る
）（
上
巻
）」

④
「
復
有
善
男
子
善
女
人
、
若
得
見
聞
此
佛
頂
心
自
在
王
陀
羅
尼
印
、
若
書
寫
讀
誦
睹
視
者
、
彼
人
所
有
一
切
煩
惱
障
閉
。（
ま
た
も
し

善
男
善
女
が
い
て
、
こ
の
仏
頂
心
自
在
王
陀
羅
尼
印
を
見
聞
き
す
る
こ
と
が
出
来
、
も
し
も
書
写
読
誦
し
経
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
な

ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
人
の
一
切
の
煩
悩
は
覆
い
隠
さ
れ
る
だ
ろ
う
。）（
上
巻
）」

⑤
「
又
若
復
有
人
得
遇
善
知
識
、
故
誘
勸
書
此
陀
羅
尼
經
上
中
下
三
卷
、
准
大
藏
經
中
、
具
述
此
功
德
、
如
人
造
十
二
藏
大
尊
經
也
（
ま

た
も
し
あ
る
人
が
僧
侶
に
遇
っ
て
、
こ
の
経
典
の
写
経
を
勧
め
、
大
蔵
経
中
に
あ
る
経
典
と
同
列
の
も
の
と
し
て
扱
い
、
そ
の
功
徳
を

人
々
に
説
く
よ
う
に
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
そ
の
人
が
受
け
る
功
徳
は
十
二
蔵
の
大
尊
経
を
作
っ
た
の
と
同
じ
く
ら
い
、
測
り
知

れ
な
い
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。）（
中
巻
）」

⑥
「
令
速
請
人
盡
寫
此
陀
羅
尼
經
三
卷
、
盡
心
供
養　
（
速
や
か
に
人
に
頼
ん
で
こ
の
陀
羅
尼
経
を
写
さ
せ
、
心
を
込
め
て
供
養
さ
せ
た
）

（
下
巻
第
一
話
）」

⑦
「
卽
開
倉
庫
、
珠
金
貨
賣
、
更
寫
一
千
卷
、
日
以
供
養
不
闕
、
當
知
此
經
不
可
稱
量
、
具
大
神
驗
（
そ
こ
で
蔵
を
開
き
、
珠
や
金
を
売

り
、
更
に
一
千
巻
の
写
経
を
し
、
毎
日
欠
か
さ
ず
供
養
を
す
れ
ば
、
こ
の
経
は
計
り
知
れ
な
い
力
を
持
っ
て
い
て
、
大
い
な
る
神
験
を

備
え
て
い
る
こ
と
を
知
る
だ
ろ
う
」（
下
巻
第
二
話
）」

⑧
「
貨
賣
衣
裳
、
更
請
人
寫
一
千
卷
、
倍
加
受
持
、
無
時
暫
闕
、
年
至
九
十
七
歳
、
舍
命
向
秦
國
變
成
男
子
之
身
。（
衣
裳
を
売
っ
て
更

に
人
に
依
頼
し
て
一
千
巻
を
写
さ
せ
、
前
に
倍
し
て
受
持
供
養
し
、
片
時
も
欠
か
さ
な
か
っ
た
。
九
十
七
歳
の
時
に
世
を
去
っ
て
秦
国

〈
中
国
〉
の
男
子
に
転
生
し
た
）（
下
巻
第
三
話
）」

⑨
「
若
有
善
男
子
善
女
人
、
能
寫
此
經
三
卷
、
…
是
人
若
住
若
臥
危
險
之
處
、
…
無
難
不
除
（
も
し
善
男
子
善
女
人
で
、
こ
の
経
三
巻
を

写
す
こ
と
が
出
来
た
な
ら
ば
、
…
こ
の
よ
う
な
人
は
も
し
危
険
な
と
こ
ろ
に
身
を
置
い
た
と
し
て
も
、
…
ど
ん
な
災
難
で
も
除
く
こ
と

が
出
来
る
）（
下
巻
第
三
話
）」
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⑩
「
破
自
己
料
錢
、
喚
人
只
向
廳
前
、
抄
寫
一
千
卷
、
…
後
勅
加
改
任
懷
州
刺
史
（
自
ら
銭
を
出
し
て
人
を
役
所
の
前
に
呼
び
、
一
千
巻

を
書
写
さ
せ
た
。
…
後
に
勅
命
が
下
り
、
改
め
て
懐
州
刺
史
に
任
命
さ
れ
た
）（
下
巻
第
四
話
）」

こ
の
よ
う
に
、
四
千
字
程
度
の
、
そ
れ
ほ
ど
長
く
な
い
経
典
の
中
に
、
繰
り
返
し
写
経
の
功
徳
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
自

分
の
手
で
写
経
す
る
だ
け
で
な
く
、
①
、
⑥
、
⑦
、
⑧
、
⑩
に
見
え
る
よ
う
に
、
財
貨
を
投
じ
て
人
に
写
経
を
さ
せ
る
功
徳
も
合
わ
せ
て

強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
経
典
が
少
な
く
と
も
開
元
二
年
の
詔
勅
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
写
経
産
業
の
隆
盛
し
た
状
況
下
で

生
ま
れ
、
広
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

宋
代
に
な
る
と
写
経
に
も
木
版
印
刷
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。『
夷
堅
志
』
に
は
、
版
木
を
使
っ
て
『
仏
頂
心
陀
羅
尼
経
』

を
印
刷
す
る
話
が
残
さ
れ
て
い
る
。『
夷
堅
三
志
壬
』
巻
六
「
蕭
七
仏
経
」
を
見
て
み
よ
う
。

饒
州
細
民
蕭
七
、
居
于
雙
碑
下
、
能
批
炙
猪
肉
片
脯
行
賈
、
以
取
分
毫
之
利
、
贍
養
妻
子
。
慶
元
三
年
十
月
十
九
日
晚
市
罷
、
歸
家
吃
飯
、

洗
足
而
請
寢
。
至
三
更
、
忽
厲
聲
喝
、
初
無
病
疾
、
俄
頃
長
逝
。
妻
拊
胸
痛
哭
、
不
知
所
爲
。
後
三
日
、
隣
巷
黃
婆
夢
白
髪
老
人
曰
、
蕭

七
因
不
合
宊
犯
殤
神
、
致
掇
死
禍
。
黃
婆
曰
、
然
則
今
當
如
何
。
老
人
曰
、
教
他
妻
去
柴
主
簿
宅
借
『
佛
頂
心
經
』
請
僧
懺
解
乃
可
。
黃

寤
。
次
日
拂
暁
、
走
告
其
妻
。
詢
柴
宅
、
只
在
城
隍
廟
背
、
素
有
此
經
板
、
求
而
得
之
、
顧
工
印
造
千
本
、
請
兩
僧
看
讀
、
又
三
日
、
蕭

妻
夢
夫
交
話
、
歷
歷
如
存
、
云
已
沾
功
果
、
將
遂
超
生
、
悲
訣
而
去
。

（
饒
州
の
庶
民
蕭
七
は
双
碑
の
下
に
住
ん
で
い
て
、
炙
っ
た
豚
肉
を
屋
台
で
売
り
、
少
々
の
儲
け
を
得
て
妻
子
を
養
っ
て
い
た
。
慶
元
三

年
（
一
一
九
七
）
十
月
十
九
日
の
夜
に
商
売
を
終
え
、
家
に
帰
っ
て
飯
を
食
い
、
足
を
洗
っ
て
寝
た
。
真
夜
中
に
突
然
恐
ろ
し
い
声
を
挙

げ
、
こ
れ
ま
で
病
気
が
あ
っ
た
わ
け
で
も
な
い
の
に
、
た
ち
ま
ち
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
妻
は
胸
を
打
っ
て
泣
き
叫
ん
だ
が
、
ど
う
し
て
い

い
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。
三
日
後
、
隣
の
巷
の
黄
婆
が
夢
で
白
髪
の
老
人
に
会
っ
た
。
老
人
が
、「
蕭
七
は
ま
ず
い
こ
と
に
殤
神
と
出
し
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抜
け
に
ぶ
つ
か
っ
た
た
め
、
死
に
到
る
災
い
を
招
い
て
し
ま
っ
た
の
だ
」
と
い
う
の
を
聴
い
た
。
黄
婆
は
、
そ
れ
で
は
今
と
な
っ
て
は
ど

う
し
た
ら
良
い
の
か
と
尋
ね
た
。
老
人
は
、
蕭
七
の
妻
に
柴
主
簿
の
家
に
行
っ
て
『
仏
頂
心
経
』
を
借
り
さ
せ
、
僧
を
招
い
て
懺
悔
さ
せ

れ
ば
良
い
と
言
っ
た
。
黄
は
目
を
覚
ま
す
と
、
翌
朝
夜
の
明
け
る
の
を
待
っ
て
、
蕭
七
の
妻
の
も
と
へ
走
り
、
老
人
の
言
葉
を
告
げ
た
。

柴
の
家
を
訊
ね
て
み
る
と
、
城
隍
廟
の
後
ろ
に
あ
っ
て
こ
の
経
の
版
木
も
持
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
求
め
て
工
人
を
雇
っ
て
千
部
印
刷
し
、

二
人
の
僧
を
招
い
て
読
経
さ
せ
た
。
ま
た
三
日
後
、
蕭
七
の
妻
は
夢
で
夫
と
語
り
合
っ
た
が
、
ま
る
で
本
当
に
居
る
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

夫
は
、
も
う
供
養
の
功
徳
に
浴
し
た
の
で
、
ま
も
な
く
別
人
に
生
ま
れ
変
わ
る
だ
ろ
う
と
言
い
、
別
れ
を
悲
し
み
去
っ
て
行
っ
た
。）

こ
の
話
に
あ
る
、
柴
主
簿
こ
そ
が
、
開
元
の
詔
に
見
え
る
俗
人
写
経
業
者
の
後
裔
で
あ
り
、
彼
ら
は
版
木
を
所
有
し
て
い
て
、
人
の
求

め
に
応
じ
て
経
の
印
刷
を
請
け
負
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
て
蕭
七
の
妻
は
千
部
の
経
典
を
印
刷
し
た
が
、
そ
の
経
典
は
ど
の
よ
う
な
者
の

手
に
渡
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
夷
堅
志
』
に
は
他
に
も
、「
斉
宜
哥
救
母
」（『
夷
堅
三
志
己
』
巻
四
）
と
い
う
話
が
あ
る
。
こ
れ
は
宜
哥

と
い
う
六
歳
の
少
年
が
難
産
で
苦
し
む
母
を
救
う
た
め
、『
仏
頂
心
陀
羅
尼
』
と
『
九
天
生
神（

20
）章』
を
手
に
入
れ
て
、
暗
誦
し
て
毎
朝
十

回
唱
え
、
書
き
写
し
た
と
こ
ろ
、
母
の
産
褥
に
神
人
た
ち
が
現
れ
、
安
ら
か
に
男
児
が
生
ま
れ
た
、
と
い
う
話
で
あ
る
。
六
歳
児
で
あ
る

宜
哥
が
、
大
金
を
出
し
て
こ
れ
ら
の
経
典
を
買
っ
た
と
は
思
え
な
い
の
で
、
お
そ
ら
く
は
現
在
と
同
じ
く
無
料
で
配
ら
れ
て
い
る
も
の
を

貰
っ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、『
蕭
七
仏
経
』
中
の
柴
主
簿
が
城
隍
廟
の
そ
ば
に
住
ん
で
い
た
こ
と
や
、
宜
哥
が
『
仏
頂
心
陀
羅
尼
』

と
一
緒
に
道
教
経
典
で
あ
る
『
九
天
生
神
章
』
を
供
養
し
た
こ
と
は
、
当
時
も
現
在
と
同
じ
く
、
道
教
と
仏
教
が
庶
民
レ
ベ
ル
で
は
ど
ち

ら
も
身
近
な
も
の
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

『
夷
堅
志
』
の
二
つ
の
話
は
、
い
ず
れ
も
こ
の
よ
う
な
経
典
へ
の
信
仰
を
肯
定
的
に
捉
え
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
『
金
瓶
梅
』

に
見
え
る
写
経
活
動
の
描
写
と
比
べ
て
み
よ
う
。『
金
瓶
梅
』
第
五
十
七
～
五
十
九
回
で
は
、
薛
姑
子
が
西
門
慶
と
李
瓶
児
に
説
い
て
彼

等
の
子
供
官
哥
児
の
た
め
に
『
仏
頂
心
陀
羅
尼
経
』
を
印
刷
す
る
よ
う
に
勧
め
る
く
だ
り
が
あ
る
。
そ
の
経
過
を
詳
し
く
追
う
と
、
以
下
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の
通
り
に
な
る
。

五
十
七
回
に
お
い
て
、
王
姑
子
の
紹
介
で
西
門
慶
の
家
に
入
り
込
ん
だ
薛
姑
子
（
王
・
薛
と
も
に
胡
散
臭
い
尼
僧
で
あ
る
）
が
、
家

門
の
繁
栄
の
た
め
に
と
説
い
て
、
西
門
慶
か
ら
銀
三
十
両
を
出
さ
せ
、『
陀
羅
経
』
五
千
巻
を
経
坊
に
依
頼
す
る
こ
と
を
請
け
負
う
（
経

費
に
不
足
が
あ
れ
ば
後
日
追
加
請
求
す
る
、
と
し
て
い
る
）。
五
十
八
回
で
、
薛
姑
子
は
更
に
病
弱
な
官
哥
児
の
た
め
に
、
李
瓶
児
か
ら

銀
五
十
五
両
を
出
さ
せ
、『
仏
頂
心
陀
羅
尼
経
』
千
五
百
部
（
綾
の
表
紙
の
も
の
五
百
部
・
絹
の
表
紙
の
も
の
千
部
）
の
印
刷
を
経
舗

（
五
十
七
回
で
は
「
経
坊
」
に
な
っ
て
い
る
）
に
取
り
つ
ぎ
、
八
月
十
五
日
に
東
嶽
廟
で
供
養
す
る
こ
と
を
請
け
負
う
。
五
十
九
回
で
李

瓶
児
依
頼
分
は
刷
り
上
が
る
が
（
先
の
西
門
慶
依
頼
分
が
ど
う
な
っ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
）、
官
哥
児
は
却
っ
て
死
ん
で
し
ま
う
。
す

る
と
薛
姑
子
は
、『
仏
頂
心
陀
羅
尼
経
』
の
下
巻
第
三
話
の
話
を
引
い
て
、
官
哥
児
は
李
瓶
児
の
前
世
の
債
主
か
も
知
れ
な
い
、
こ
の
経

の
功
徳
で
前
世
の
仇
敵
を
退
け
る
こ
と
が
出
来
の
だ
と
、
ご
都
合
主
義
的
な
言
い
訳
を
す
る
の
で
あ
る
。

五
十
九
回
で
は
王
姑
子
と
薛
姑
子
が
請
負
料
の
配
分
を
巡
っ
て
喧
嘩
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か（

21
）ら、
夫
妻
の
払
っ
た
金
の
う
ち
、
か
な
り

の
額
が
経
舗
に
渡
ら
ず
、
仲
介
者
ら
に
着
服
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。『
金
瓶
梅
』
で
は
開
元
二
年
の
詔
で
言
及
さ
れ
て
い
た
よ
う
な
、

写
経
ビ
ジ
ネ
ス
の
汚
い
側
面
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。『
夷
堅
志
』
で
は
『
仏
頂
心
陀
羅
尼
経
』
の
存
在
を
黄
婆
に
教
え
た
の
は
、
夢
に

あ
ら
わ
れ
た
神
の
ご
と
き
人
で
あ
っ
た
。『
金
瓶
梅
』
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
同
じ
行
為
を
職
業
と
し
て
お
こ
な
う
者
の
存
在
が
あ
っ
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

2
、
版
本
に
見
る
『
仏
頂
心
陀
羅
尼
経
』
の
信
仰
形
態

前
章
で
は
、
小
説
な
ど
に
描
写
さ
れ
た
『
仏
頂
心
陀
羅
尼
経
』
印
刷
の
模
様
を
紹
介
し
た
。
そ
れ
で
は
、
彼
ら
が
印
刷
し
た
「
実
物
」
は
、

一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

現
在
『
仏
頂
心
陀
羅
尼
経
』
版
本
は
中
国
・
日
本
・
韓
国
・
ベ
ト
ナ
ム
・
ア
メ
リ
カ
・
フ
ラ
ン
ス
・
ロ
シ
ア
な
ど
各
地
の
図
書
館
や
博
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物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
版
本
の
中
に
は
、
末
尾
に
寄
進
者
に
よ
る
題
記
が
あ
る
も
の
が
あ
り
、
寄
進
者
の
姓
名
や
身
分
な

ど
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
、
寄
進
者
の
祈
願
の
内
容
が
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
も
の
を
取
り
上
げ
、
そ
の
信
仰
の
あ
り

方
を
考
え
た
い
。
ま
ず
は
、
宋
代
の
も
の
二
点
を
挙
げ
る
。
一
九
五
九
年
第
十
期
『
文
物
』「
文
物
工
作
報
導
」
で
紹
介
さ
れ
た
嘉
祐
八

年
（
一
〇
六
三
）
の
『
佛
頂
心
陀
羅
尼
經
』
版（

22
）本と
、
浙
江
省
博
物
館
蔵
『
南
宋
佛
頂
心
陁
羅
尼
經
』
版（

23
）本の
題
記
で
あ
る
。
以
下
は
そ

れ
ぞ
れ
の
図
版
を
元
に
し
た
録
文
で
あ
る
。

※
①
、
②
と
も
改
行
・
空
白
は
原
文
の
通
り
。
判
読
不
能
の
場
合
、
文
字
数
が
分
か
る
場
合
は
「
□
」
で
、
文
字
数
も
分
か
ら
な
い
場

合
は
「
…
（
判
読
不
能
）
…
」
と
し
た
。

①
『
佛
頂
心
陀
羅
尼
經
』
版
本
（
嘉
祐
八
年
）

虔
州
赣
県
孝
仁
坊
清
信
弟
子
任
士
衡
及
妻
干
氏
三
娘

同
發
丹
心
印
造
佛
頂
心
觀
世
音
菩
薩
大
陁
羅
尼
経
五

百
巻
意
者
伏
為
長
養
男
女
多
有
？
（
24
）
寿
切
慮
夫
妻
年

命
□
□
又
恐
前
世
今
生
悪
業
債
主
冤
家
是
致
長
養
男

女
無
成
頻
多
災
害
所
有
冤
家
仗
此

佛
頂
心
觀
世
音
菩
薩
大
陁
羅
尼
経
各
相
解
釈
冤
家
債

主
…
（
判
読
不
能
）
…

（
一
行
判
読
不
能
）

…
大
宋
嘉
祐
八
年
歳
次
癸
卯
正
月
一
日
謹
題
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（
虔
州
贛
県
孝
仁
坊
清
信
弟
子
任
士
衡
と
妻
干
氏
三
娘
は
同
じ
く
丹
心
を
発
し
て
『
仏
頂
心
観
世
音
菩
薩
大
陀
羅
尼
経
』
五
百
巻
を
印
刷

い
た
し
ま
す
。
願
う
と
こ
ろ
は
、
養
う
と
こ
ろ
の
息
子
や
娘
が
？
寿
を
さ
ず
か
る
よ
う
に
、
ま
た
夫
妻
の
年
命
の
□
□
を
切
に
願
い
、

前
世
や
今
生
で
作
っ
た
悪
業
の
債
主
寃
家
が
災
い
し
て
、
養
う
と
こ
ろ
の
息
子
や
娘
が
成
長
せ
ず
、
多
く
の
災
禍
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
を

恐
れ
ま
す
。

す
べ
て
の
寃
家
債
主
は
こ
の
『
仏
頂
心
観
世
音
菩
薩
大
陀
羅
尼
経
』
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
恨
み
を
解
き
…

大
宋
嘉
祐
八
年
（
一
〇
六
三
）
癸
卯
の
年
正
月
一
日
謹
み
て
題（

25
）す）

②
『
南
宋
佛
頂
心
陁
羅
尼
經
』（
乾
道
八
年
）

處
州
麗
水
縣
奉 

三
寳
弟
子
葉
岳
同
妻
王
氏
卞

五
娘
昨
為
日
前
雖
有
男
女
類
皆
夭
喪
竊
恐
前

生
造
諸
惡
業
有
此
□
難
謹
發
誠
心
印
造

佛
頂
心
陁
羅
尼
經
壹
□
巻
遍
施
□
持
（
ま
た
は
特
）

早
遂
願
心
及
乞
追
葉
□
□
男
竹
僧
託
生
浄
土
伏

□
□
印
知

乾
道
八
年
壬
辰
二
月
奉
佛
□
…
（
判
読
不
能
）
…
□
葉
岳
謹
□

（
処
州
麗
水
県
の
仏
弟
子
葉
岳
と
そ
の
妻
王
氏
・
卞
五
娘
は
、
か
つ
て
息
子
や
娘
を
も
ち
ま
し
た
が
、
み
な
早
死
に
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

竊
か
に
恐
れ
る
の
は
、
前
世
で
悪
業
を
犯
し
た
た
め
、
こ
の
よ
う
な
難
儀
に
遭
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
謹
ん
で
真
心
を
発
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し
て
『
仏
頂
心
陀
羅
尼
経
』
一
□
巻
を
印
刷
し
て
あ
ま
ね
く
施
し
、
受
持
さ
せ
、
速
や
か
に
こ
の
願
意
を
遂
げ
る
と
と
も
に
、
葉
岳
の
息

子
竹
僧
の
極
楽
往
生
を
願
い
…

乾
道
八
年
壬
辰
（
一
一
七
二
）
二
月
奉
佛
□
…
□
葉
岳
謹
み
て
□
す
）

①
は
、
虔
州
贛
県
の
孝
仁
坊
在
住
の
任
氏
夫
妻
が
自
分
た
ち
夫
妻
と
そ
の
子
供
た
ち
の
た
め
に
、
長
寿
と
「
前
世
今
生
の
債
主
冤
家
が

復
讐
に
来
な
い
こ
と
」
を
祈
っ
て
『
仏
頂
心
陀
羅
尼
経
』
を
大
量
に
印
刷
す
る
願
文
で
あ
る
。
経
典
中
で
「
前
世
今
生
悪
業
債
主
冤
家
」

に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
の
は
、
下
巻
第
三
則
の
故
事
の
み
で
あ
り
、
願
文
を
書
い
た
彼
ら
の
念
頭
に
は
、
こ
の
前
世
の
仇
が
我
が
子
に
転

生
す
る
話
が
念
頭
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
②
は
、
乾
道
八
年
（
一
一
七
二
）
に
処
州
麗
水
県
（
現
在
の
浙
江
省
麗
水
市
。
福
建
省
と
の
境
）
の
仏
教
徒
葉
岳
と
そ
の
妻
王
氏
、

卞
五
娘
（
続
柄
不
明
）
の
寄
進
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
彼
ら
に
は
何
人
か
男
女
の
子
供
が
生
ま
れ
た
が
、
み
な
幼
く
し
て

死
ん
で
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
題
記
で
は
、
①
に
比
べ
る
と
結
び
つ
け
方
が
漠
然
と
し
て
い
る
が
、
我
が
子
が
次
々
と
早
死
に
す

る
こ
と
が
前
世
の
悪
行
の
報
い
な
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
不
安
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。

上
記
二
つ
は
、
夫
妻
が
願
主
と
な
っ
て
印
刷
さ
せ
た
版
本
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
例
は
他
に
も
北
京
国
家
図
書
館
蔵
・
鄭
振
鐸
旧
蔵

の
、
承
議
郎
石
処
道
と
そ
の
妻
梁
氏
に
よ
る
崇
寧
元
年
（
一
一
〇
二
）
刊
本
（
〇
四
九
二
七
）
や
、
浙
江
省
博
物
館
蔵
の
、
尤
道
澄
と
そ

の
妻
王
氏
に
よ
る
元
刊（

26
）本が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
夫
妻
連
名
の
題
記
が
あ
り
、
子
孫
の
繁
栄
を
祈
る
言
葉
が
記
さ
れ
て
い
る
。

鄭
阿
財
の
論
文
に
著
録
が
あ
る
、
米
国
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ
ス
博
物
館
蔵
明
正
統
五
年
（
一
四
四
〇
）
刊
本
（
女
性
が
娘
の
安
産
を
祈

願
し
て
一
千
部
印（

27
）刷）
や
、
佛
教
大
学
所
蔵
の
徳
妃
張（

28
）氏に
よ
る
嘉
靖
三
十
六
（
一
五
五
七
）
年
刊（

29
）本の
よ
う
な
例
も
あ
る
の
で
百
パ
ー

セ
ン
ト
と
は
言
え
な
い
が
、
夫
婦
連
名
の
割
合
が
多
い
こ
と
は
目
を
引
く
点
で
あ
る
。
ま
た
、
自
分
よ
り
上
の
世
代
の
死
者
の
冥
福
を
祈

る
、
と
い
う
よ
り
は
、
未
来
の
子
孫
繁
栄
（
そ
し
て
幼
く
し
て
死
ん
だ
我
が
子
の
成
仏
）
を
願
う
た
め
に
寄
進
を
行
う
傾
向
が
見
て
と
れ
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る
。さ

て
、
現
在
分
か
っ
て
い
る
内
で
、
一
番
新
し
い
（
刊
行
時
期
に
つ
い
て
は
後
に
詳
述
）『
仏
頂
心
陀
羅
尼
経
』
版
本
は
東
京
都
立
図

書
館
蔵
の
『
佛
頂
心
經
三
巻
』（
田
中
乾
郎
文
庫　

特
七
八
一
三
）
で
あ
る
。
以
下
に
題
記
を
掲
げ
る
。（
改
行
・
空
白
は
原
文
の
通
り
）。

③
『
佛
頂
心
經
三
巻
』（
田
中
乾
郎
文
庫　

特
七
八
一
三
）

北
平
弟
子
朱
善
慶
病
愈
事
左
發
願
出
貲
付
梓
敬
重
刻

佛
頂
心
陀
羅
尼
經
刷
印
流
傳
天
下
藉
消
夙
世
惡
業
並
仰
答

神
庥
恭
為 

先
考（

30
）妣同
登
極
樂
猶
望
亡
妻
王
馮
二
氏
早
得
超
昇
尚
祈

　
　

現
在
未
來
人
口
平
安
如
意
福
壽
綿
長
是
則
切
祝
持
此
經

　
　

者
務
須
虔
誠
供
奉
靈
感
異
常
切
勿
放
在
穢
污
處
因
有

諸
佛
菩
薩
聖
像
尤
宜
敬
重
萬
毋
褻
瀆
恐
遭
譴
責
陳
慎
之
慎
之

　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

富
文
斎
刻

（
北
平
の
仏
弟
子
朱
善
慶
の
病
気
平
癒
を
祈
り
、
寄
進
を
し
て
『
仏
頂
心
陀
羅
尼
経
』
を
重
刻
し
、
印
刷
し
て
天
下
に
流
布
さ
せ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
前
世
の
悪
業
を
消
し
、
ま
た
神
の
加
護
に
答
え
、
つ
つ
し
ん
で
亡
き
両
親
が
と
も
に
極
楽
往
生
し
、
先
だ
っ
た
妻
王
氏
馮

氏
の
二
人
が
成
仏
す
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。
現
在
未
来
の
人
間
が
平
穏
無
事
で
不
自
由
な
く
、
長
寿
で
あ
り
ま
す
よ
う
祈
り
ま
す
。
こ
れ

は
ま
さ
に
切
に
祈
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
経
を
所
持
す
る
も
の
は
、
必
ず
敬
虔
に
、
感
覚
を
研
ぎ
澄
ま
せ
て
大
切
に
扱
わ
ね
ば
な

ら
な
い
。
決
し
て
経
典
を
不
浄
な
場
所
に
放
置
し
て
は
な
ら
な
い
。
諸
仏
菩
薩
の
像
は
、
と
り
わ
け
敬
重
さ
れ
る
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。
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万
が
一
に
も
汚
し
て
は
な
ら
な
い
。
さ
も
な
け
れ
ば
譴
責
を
受
け
る
で
あ
ろ
う
。
慎
む
べ
し
、
慎
む
べ
し
。

　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

富
文
斎
刻
）

亡
き
父
母
や
先
だ
っ
た
妻
た
ち
の
冥
福
と
、
未
来
の
子
孫
た
ち
の
幸
福
の
両
方
を
祈
っ
て
印
刷
さ
れ
た
版
本
で
あ
る
。
願
主
は
「
北
平

弟
子
」
を
名
乗
っ
て
い
る
。
北
京
が
北
平
と
呼
ば
れ
て
い
た
時
期
は
、
二
度
あ
る
が
、
一
度
目
は
明
建
国
～
永
楽
元
年
の
間
（
一
三
六
八

～
一
四
〇
三
）、
い
ま
一
度
は
、
辛
亥
革
命
後
の
民
国
十
七
年
（
一
九
二
八
）
に
北
平
特
別
市
に
改
め
ら
れ
て
か
ら
、
十
九
年
（
一
九
三
〇
）

に
北
平
市
と
な
り
、
二
十
六
年
（
一
九
三
七
）
に
北
京
市
に
戻
さ
れ
る
ま
で
で
あ
る
。
ま
た
「
富
文
斎
」
に
つ
い
て
は
、
こ
の
名
前
を
持

つ
書
肆
が
、
民
国
十
五
年
に
江
寧
鄧
之
誠
撰
の
『
骨
董
瑣（

31
）記』
と
い
う
書
物
の
販
売
を
し
て
い
る
。
こ
の
二
点
を
合
わ
せ
る
と
、
所
蔵
者

で
あ
る
都
立
図
書
館
は
清
本
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
版
本
は
民
国
十
七
年
（
一
九
二
八
）
か
ら
二
十
六
年
（
一
九
三
七
）
の
間
に
印
刷
さ

れ
た
と
見
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
何
か
の
祈
願
の
た
め
に
寄
進
し
、『
仏
頂
心
陀
羅
尼
経
』
を
印
刷
す
る
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
民
国

期
ま
で
は
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
経
本
を
粗
末
に
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
末
尾
の
戒
め
は
、
宋
代
や
元
代
の
写
本
に
は
見
ら

れ
な
い
も
の
で
、
信
仰
心
の
変
化
を
見
る
上
で
興
味
深
い
。

三
、
台
湾
中
央
研
究
院
傅
斯
年
図
書
館
と
北
京
国
家
図
書
館
の
拓
本
に
見
る
金
代
の
石
刻
群

筆
者
は
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
「
死
生
学
の
展
開
と
組
織
化
」
の
若
手
研
究
者
支
援
を
受
け
て
、
二
〇
一
二
年
一
月
に
台
湾
中
央
研
究
院

傅
斯
年
図
書
館
に
赴
き
、
金
代
の
『
仏
頂
心
陀
羅
尼
経
』
石
刻
拓
本
を
調
査
し
た
。
同
図
書
館
蔵
の
『
仏
頂
心
陀
羅
尼
経
』
石
刻
拓
本
は
、

河
北
省
淶
水
県
と
そ
の
周
辺
の
も
の
に
集
中
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
北
京
国
家
図
書
館
に
も
、
同
じ
エ
リ
ア
の
石
刻
群
か
ら
と
っ
た
拓
本

が
残
さ
れ
、『
北
京
図
書
館
蔵
中
国
歴
代
石
刻
拓
本
匯
編
』（
以
下
『
北
京
』
と
略
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
の
う
ち

の
い
く
つ
か
は
、
傅
斯
年
図
書
館
蔵
の
も
の
と
同
じ
石
か
ら
と
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
傅
斯
年
図
書
館
蔵
の
拓
本
は
か
す
れ
が
少
な
く
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判
読
し
や
す
い
が
、『
北
京
』
所
収
の
図
版
は
、
拓
本
そ
の
も
の
が
か
す
れ
て
い
る
上
に
写
真
も
あ
ま
り
良
く
な
い
た
め
、『
北
京
』
だ
け

に
し
か
図
版
の
な
い
も
の
は
い
ず
れ
も
判
読
不
能
で
あ
る
。
従
っ
て
、
以
下
で
は
傅
斯
年
図
書
館
に
拓
本
が
あ
っ
た
も
の
と
、
傅
斯
年
図

書
館
の
拓
本
を
参
考
に
し
て
判
読
出
来
た
『
北
京
』
の
図
版
を
用
い
て
考
察
を
行
う
。
今
回
対
象
と
す
る
石
刻
拓
本
は
以
下
の
六
点
で
あ

る
。

①
傅
斯
年
図
書
館
蔵
『
金
大
佛
寺
經
幢
』（
Ｔ
六
一
三
．
六
三
／
四
〇
二
四
）
大
定
二
十
三
（
一
一
八
三
）
年
（『
北
京
』
版
あ
り
）

②
傅
斯
年
図
書
館
蔵
『
金
陀
羅
尼
經
幢
』（
Ｔ
六
一
三
．
六
三
／
七
三
六
七
）
明
昌
二
（
一
一
九
一
）
年
（『
北
京
』
版
あ
り
）

③
『
北
京
図
書
館
蔵
中
国
歴
代
石
刻
拓
本
匯
編
（
遼
金
西
夏
三
）』
第
四
七
冊
十
七
頁
「
李
興
仁
及
僧
妙
浄
建
陀
羅
尼
幢
記
」
葉
二
四
六　

明
昌
三
（
一
一
九
二
年
）

④
傅
斯
年
図
書
館
蔵
『
金
觀
音
庵
佛
頂
心
陀
羅
尼
經
幢
』（
Ｔ
六
一
三
．
六
三
／
四
六
〇
〇
）
泰
和
元
年
（
一
二
〇
一
年
）（『
北
京
』
版

あ
り
）

⑤
傅
斯
年
図
書
館
蔵
『
金
昶
公
法
師
壽
塔
記
』（
Ｔ
六
五
四
.
六
三
）
大
安
二
（
一
二
一
〇
）
年
（『
北
京
』
版
あ
り
）

⑥
傅
斯
年
図
書
館
蔵
『
金
佛
頂
心
陀
羅
尼
經
幢
』（
Ｔ
六
一
三
．
六
三
／
二
五
一
三
）
大
安
二
（
一
二
一
〇
）
年
（『
北
京
』
版
あ
り
）

①
か
ら
⑥
ま
で
の
石
刻
は
、
形
態
と
し
て
は
全
て
経
幢
と
い
う
形
式
を
と
る
。
経
幢
と
は
、『
望
月
仏
教
大
辞（

32
）典
』「
經
幢
」
の
項

（
六
一
〇
～
一
頁
）
に
よ
れ
ば
、「
經
文
を
刻
せ
る
石
柱
。
又
石
幢
と
も
云
ふ
。
多
角
形
の
石
柱
に
經
文
を
刻
せ
る
も
の
に
し
て
、
八
角
形

の
も
の
最
も
多
し
」
と
あ
る
。
ま
た
経
幢
に
刻
さ
れ
る
経
典
は
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』
が
最
も
多
く
、
そ
れ
は
そ
の
経
典
の
内
容
に
「
高

幢
」
に
書
写
し
て
安
置
す
る
こ
と
を
勧
め
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。

『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』
は
、
天
竺
僧
仏
陀
波
利
漢
訳
。
梵
語
の
テ
キ
ス
ト
も
あ
り
、
代
々
の
大
蔵
経
に
も
入
っ
て
い
る
正
統
の
経
典
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で
あ
る
（
大
正
大
蔵
経
で
は
第
十
九
冊　
三
四
九
頁
a
～
三
五
二
頁
c
）。『
仏
頂
心
陀
羅
尼
経
』
と
名
前
は
似
て
い
る
も
の
の
、『
仏
頂
尊

勝
陀
羅
尼
経
』
が
『
仏
頂
心
陀
羅
尼
経
』
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
例
（
ま
た
そ
の
逆
）
は
管
見
の
限
り
無
く
、
両
者
は
古
く
か
ら
区
別

さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
経
幢
の
現
存
例
に
は
、『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』
を
刻
し
た
も
の
が
圧
倒
的
に
多
数
を
占
め
、『
仏
頂

心
陀
羅
尼
経
』
の
も
の
は
、
こ
れ
に
比
べ
れ
ば
少
数
派
で
あ
る
。

ま
た
経
幢
の
流
行
し
た
時
期
は
、
平
凡
社
『
世
界
大
百
科
事（

33
）典
』「
経
幢
」
の
項
（
三
四
九
頁
）
よ
る
と
、
唐
代
に
建
立
が
は
じ
ま

り
、
宋
・
遼
代
に
盛
行
、
そ
の
後
は
衰
え
る
、
と
あ
る
。
金
代
の
こ
れ
ら
の
経
幢
は
、
そ
の
流
行
の
末
期
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
る
。
金

は
、
一
一
一
四
年
に
完
顔
阿
骨
打
が
建
国
、
一
一
二
五
年
に
遼
を
、
一
一
二
七
年
に
北
宋
を
滅
ぼ
す
が
、
一
二
〇
六
年
に
建
国
し
た
モ

ン
ゴ
ル
に
圧
迫
さ
れ
、
一
二
一
五
年
に
は
中
都
を
奪
わ
れ
、
一
二
三
四
年
に
滅
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
石
刻
の
建
立
は
一
一
八
三
年
か
ら

一
二
一
〇
年
の
間
に
集
中
し
て
お
り
、
金
の
治
世
の
比
較
的
平
和
な
時
代
に
作
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

そ
の
録
文
は
以
下
の
通
り
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
碑
文
は
い
ず
れ
も
『
全
遼
金（

34
）文』
に
未
収
の
も
の
で
あ
る
。

※
改
行
・
空
白
は
原
文
の
通
り
。
字
が
あ
っ
て
も
判
読
不
能
の
場
合
、
文
字
数
が
分
か
る
場
合
は
「
□
」
で
、
文
字
数
も
分
か
ら
な
い

場
合
は
「
…
（
判
読
不
能
）
…
」
と
し
た
。
傍
線
は
後
の
論
述
の
た
め
に
筆
者
が
附
し
た
。

①
傅
斯
年
図
書
館
蔵
『
金
大
佛
寺
經
幢
』（
Ｔ
六
一
三
．
六
三
／
四
〇
二
四
）
大
定
二
十
三
年
（
一
一
八
三
）

（
仏
画
）

佛
頂
心
羅
陁
尼
經

（
漢
文
陀
羅
尼
・
録
文
省
略
）

大
金
囯
中
都
易
州
淶
水
縣
累
子
里
李
温　

奉
為
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亡
過
父
母
建
立 

佛
頂
心
陀
羅
尼
石
塔
之
記

夫
佛
頂
心
陁
羅
尼
者　

諸
佛
宣
説
不
可
思
議
塵
霑
影
覆
皆
得
生
天　

 

伏
願

此
祖
先
靈
承
此
據
因　

常
蒙
金
色
之
光
永
受
無
生
之
樂

耶　

李
端
妻
傅
氏　

弟
李
瞻　

妻
龐
氏　

房
弟
李
金
妻
魏
氏
女
王
郎
婦

父
端
妻
傅
氏
長
男　

温
妻
龐　

出
家
僧
佉
樞　

温
婦
女
劉
郎
婦　

女
婿
李（

35
）祥妻

刘
（
マ
マ
）
氏

小
女
傅
郎
婦
祥
劉
氏
長
男
長
壽
次
男
？

（
36
）
住 

長
男
長
壽
妻
白
氏
婦
女
杜
郎
婦

　
　
　
　
　

大
定
二
十
三
年
十
一
月
二
十
九
日 

建

●
傅
斯
年
図
書
館
蔵
拓
本
欄
外
に
、「
來
水
両
廾
里
檀
山
大
佛
寺
」
と
あ
る
。

●
繆
荃
孫
撰
『
芸
風
堂
金
石
文
字（

37
）目』
巻
十
四
に
「
淶
水
縣
累
子
里
李
溫
為
亡
父
母
造
陀
羅
尼
經
幢
」
と
し
て
、
呉
式
芬
撰
『
金
石
彙
目

分（
38
）編』
巻
三
補
遺
易
州
「
金
淶
水
縣
累
子
里
李
溫
為
亡
父
母
造
陀
羅
尼
經
幢
」
と
し
て
記
載
。

●
『
北
京
図
書
館
蔵
中
国
歴
代
石
刻
拓
本
匯
編
（
遼
金
西
夏
三
）』
第
四
六
冊
「
李
温
陀
羅
尼
経
幢　

葉
二
三
三
」　

一
六
九
頁

②
傅
斯
年
図
書
館
蔵
『
金
陀
羅
尼
經
幢
』（
Ｔ
六
一
三
．
六
三
／
七
三
六
七
）
明
昌
二
年
（
一
一
九
一
）

佛
頂
心
羅
陁
尼

（
漢
文
陀
羅
尼
・
録
文
省
略
）

大
金
中
都
易
州
易
縣
北
王
（
ま
た
は
主
）
郷
白
馬
里
□
□
□
□

奉
為
亡
父
母
特
建
佛
頂
心
陁
羅
尼
幢
記
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先
亡
耶
耶
任
諱
不
知
妻
□
氏
男
二
人
女
二
人

亡
父
任
□
安
母
柴
氏　

男
二
人
長
曰
任
子
琪

妻
趙
氏
孫
龜
田
妻
李
氏
女
一
人
巧
□
次
男
曰

任
子
忠
妻
□
氏
□
男
三
人
長
曰
□
□
次
曰
醜

和
尚
小
曰
定
醜
女
二
人
長
曰
梁
郎
婦
小
住
仙

小
男
任
子
璋
妻
刘
（
マ
マ
）
氏
孫
男
永
和
妻
張
氏
女
□

長
□
刘
（
マ
マ
）
□
婦
小
曰
周
郎
婦　

淶
陽
趙
奉
先
造

明
昌
二
年
辛
亥
歳　
　

辛
壬
月
酉
日
次
男
任
子
忠
書

●
欄
外
に
「
易
州
北
十
二
里
白
馬
林
」
と
あ
る
。

●
『
芸
風
堂
金
石
文
字
目
』
巻
十
四
に
「
任
□
□
為
亡
父
母
造
陀
羅
尼
經
幢
」
と
し
て
記
載
。

●
『
北
京
図
書
館
蔵
中
国
歴
代
石
刻
拓
本
匯
編
（
遼
金
西
夏
三
）』
第
四
七
冊
「
任
子
琪
建
陀
羅
尼
幢
記　

葉
二
四
四
」　

十
四
頁

③
『
北
京
図
書
館
蔵
中
国
歴
代
石
刻
拓
本
匯
編
（
遼
金
西
夏
三
）』
第
四
七
冊
十
七
頁
「
李
興
仁
及
僧
妙
浄
建
陀
羅
尼
幢
記
」
葉

二
四
六　

明
昌
三
年
（
一
一
九
二
）

佛
頂
心
羅
陁
尼
真
言
曰

（
漢
文
陀
羅
尼
・
録
文
省
略
）

夫
佛
頂
心
陀
羅
尼
者　

諸
佛
宜
（
ま
た
は
宣
）
説
不
可
思
議
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…
（
判
読
不
能
）
…　
　

皆
得
生
天　

伏
願
上
祖
先

　

承
此　

…
（
判
読
不
能
）
…　
　

之
光
受
無
生
之
□

大
金
中
都
易
州
淶
水
縣
累
子
村
姪
李
興
仁
並
尼
女　

妙
浄

奉
為
亡
父
建
立
陁
羅
尼
幢
一
坐

宗
耶
耶
李
貞 
妻
田
氏　

次
妻
馬
氏　

長
男
二
人

長
男
李
欽　

妻
龐
氏　

弟
李
琛　

妻
王
氏

男
二
人　

長
男
李
興
仁　

妻
張
氏　

弟
李
興
俊

妻
龐
氏　

女
二
人　

大　

女
尼
妙
浄
次
女
龐
郎
婦

孫
□
三
人　

長
孫
李
佰
均　

妻
龐
氏　

次
孫
李
佰
元

妻
張
氏　

次
孫
舎
児　

孫
女
白
姑　

重
孫
猪
児　

女
伶
姑

明
昌
三
年
閏
二
月
十
一
日
姪
李
興
仁　

並
尼
女
妙
浄　

建

　

…
（
判
読
不
能
）
…　

…
沙
門　

浄
秀
書　

趙
奉
先
□

●
傅
斯
年
図
書
館
に
『
金
忠
□
校
尉
李
貞
墓
幢
記
』
と
い
う
石
刻
拓
本
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
同
じ
供
養
者
集
団
に
よ
り
同
年
同

日
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
内
容
は
『
仏
頂
心
陀
羅
尼
経
』
で
は
な
い
。
家
族
の
名
の
解
読
に
は
、
こ
の
拓
本
を
多
く
参
考
に
し

た
。

●
『
芸
風
堂
金
石
文
字
目
』
巻
十
四
に
「
淶
水
縣
累
子
村
李
興
仁
造
陀
羅
尼
經
幢
」
と
し
て
、『
金
石
彙
目
分
編
』
巻
三
補
遺
易
州
に
「
金

淶
水
縣
累
子
村
李
興
仁
造
陀
羅
尼
經
幢
」
と
し
て
記
載
。
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④
傅
斯
年
図
書
館
蔵
『
金
觀
音
庵
佛
頂
心
陀
羅
尼
經
幢
』（
Ｔ
六
一
三
．
六
三
／
四
六
〇
〇
）
泰
和
元
年
（
一
二
〇
一
）

（
仏
画
）

佛
頂
心
羅
陁
尼

（
梵
文
陀
羅
尼
・
録
文
省
略
）

大
金
中
都
易
州
涞
水
縣
石
龜
里
校
尉
釗
公
壽
塔
記

隱
君
子
釗
公
壽
民
乃
本
里
之
居
人
也
父
□
公
亮
母

盧
氏
公
為
人
耿
界
倜
儻
不
群
氣
識
宏
遠
襟
量
豁
如

平
日
治
家
廉
儉
為
度
貞
孝
為
心
勤
□
農
業
五
十
年

間
家
傳
餘
慶
凡
百
如
意
資
産
尤
足
戶
門
□
華
迨
承

安
二
年
中
年
八
十
有
四
嵗
以
郷
老
特
蒙

國
恩
受
賜
進
義
校
尉
有
妻
楊
氏
體
白
淑
美
舉
止
異

常
能
閑
鞠
育
之
理
不
幸
於
承
安
二
年
十
月
十
八
日
因

微
疾
而
卒
矣
壽
年
八
十
有
四
也
孝
男
彥
璋
念
父
壽
高
八
十

有
七
嵗
身
體
猶
建
耳
目
尚
明
故
孔
聖
有
言
曰
父
母
之

年
不
可
不
知
一
則
一
喜
一
則
一
惧
預
備
不
虞
以
發
敬
心

特
命
良
工
建
斯
壽
塔
伏
願
生
者
延
生
亡
者
入
聖
為
之

銘
曰　

淶
陽
邑
北　

石
龜
之
峯　

峯
下
故
里

天
物
蔥
蔥　

東
沿
柳
岸　

西
接
梵
宮　

南
撗
長
峯
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仙
洞
雲
生　

北
流
勝
水　

魚
躍
龍
昇　

煙
霞
掩
□

草
木
欣
榮　

化
出
逸
士　

本
祖
彭
城　

卜
居
々
隱

子
孫
詵
詵　

尚
□
之
処　

異
曰
必
臻　

長
男
彥
璋
妻

藺
氏
次
男
彥
昌
妻
竇
氏
姐
王
郎
婦
次
女
蔡
郎
婦
孫
五
人
…
（
判
読
不
能
）
…

胤
妻
蔡
氏
次
昌
孫
妻
李
氏
次
□
孫
次
□
孫
幼
添
兒
孫
女
五
人
楊
郎

婦
次
谷
郎
婦
次
蔡
郎
婦
次
鄭
郎
婦
□
定
仙
里
孫
女
金
容

　
　

泰
和
元
年
四
月
十
八
日
丁
酉
丙
時
建
立

●
拓
本
欄
外
に
「
淶
水
北
十
八
里
石
巠
村
觀
音
菴
」
と
あ
る
。

●
『
金
石
彙
目
分
編
』
巻
三
補
遺
易
州
に
「
金
石
龜
里
釗
公
壽
塔
記
幢
」
と
し
て
記
載
。

●
『
北
京
図
書
館
蔵
中
国
歴
代
石
刻
拓
本
匯
編
（
遼
金
西
夏
三
）』
第
四
七
冊
「
劉
民
壽
塔
幢　

葉
二
五
六
」
六
二
頁

●
承
安
二
年
は
一
一
九
七
年
。
彭
城
は
現
在
の
徐
州
。

⑤
傅
斯
年
図
書
館
蔵
『
金
昶
公
法
師
壽
塔
記
』（
Ｔ
六
五
四
．
六
三
）
大
安
二
年
（
一
二
一
〇
）

昶
公
法
師

壽
塔
之
記
（
寺
院
の
扉
と
思
わ
れ
る
絵
）

大
金
易
州
延
慶
寺
昶
公
法
師
壽
塔
記

夫
生
死
常
理
何
足
噫
？
（
39
）
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師
諱
思
昶
白
馬
里
人
也
父
李
見
母
石
氏
家
世
純

善
師
幼
不
茹
葷
不
兒
戯
父
母
遂
放
令
出
家
禮
本

州
延
慶
寺
普
安
大
徳
為
師
訓
以
今
名
讀
習
經
業

至
定
十
七
年
中
選
受
具
戒
尔
後
遍
暦
講
肆
深
通

奧
旨
不
數
年
本
村
堅
請
開
大
花
嚴
經
講
至
今
三

十
餘
載
如
一
日
方
以
六
旬
自
思
人
生
何
定
終
不

免
最
後
一
朝
遂
竭
誠
預
造
壽
塔
一
坐
置
於
白
馬

義
井
院
西
南
隅
終
為
後
代
軌
矣

佛
頂
心
陁
羅
尼

（
漢
文
陀
羅
尼
・
録
文
省
略
）

門
□
五
人
曰
善
義
善
温
善
企
善
柔
善
仁

姪
男
李
貴
李
資
全

　

大
安
二
年
五
月
二
十
九
日
建
淶
陽
田
慶
刊

●
『
芸
風
堂
金
石
文
字
目
』
巻
十
四
に
「
昶
公
法
師
壽
塔
記
」
と
し
て
記
載
。

●
『
北
京
図
書
館
蔵
中
国
歴
代
石
刻
拓
本
匯
編
（
遼
金
西
夏
三
）』
第
四
七
冊
一
一
三
頁
「
思
昶
壽
塔
幢
」
葉
二
七
一
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⑥
傅
斯
年
図
書
館
蔵
『
金
佛
頂
心
陀
羅
尼
經
幢
』（
Ｔ
六
一
三
．
六
三
／
二
五
一
三
）
大
安
二
年
（
一
二
一
〇
）

佛
頂
心
陁
羅
尼

（
梵
文
陀
羅
尼
・
録
文
省
略
）

大
金
中
都
易
州
來
水
縣
□
□
郷
新
村
□
□

王
建
忠
為
亡
兄
特
建
□
塔
一
坐
？

（
40
）
姪
胤
同
立

兄
忠
璋
妻
劉
氏
長
男
王
胤
妻
楊
氏

長
女
郝
郎
婦
長
孫
彥
暉　

孫
女
黒
□
姑

建
忠
妻
成
氏
長
二
男
長
王
志
妻
劉
氏
次
越
醜
長
一
女

郝
郎
婦
大
安
二
年
十
一
月
初
一
日
立

（
仏
像
レ
リ
ー
フ
）

●
『
北
京
図
書
館
蔵
中
国
歴
代
石
刻
拓
本
匯
編
（
遼
金
西
夏
三
）』
第
四
七
冊
「
王
建
忠
建
陀
羅
尼
経
幢　

各
一
〇
二
九
九
」
一
一
六

頁
造
立
の
目
的
か
ら
こ
れ
ら
の
石
刻
を
分
類
す
る
と
、
①
②
③
⑥
が
、
亡
父
母
ま
た
は
亡
兄
、
つ
ま
り
死
者
の
供
養
の
た
め
に
建
て
ら
れ

た
の
に
対
し
て
、
④
と
⑤
は
「
寿
塔
（
生
前
に
建
て
る
墓
）」
を
建
立
す
る
際
に
、
経
緯
を
説
明
す
る
文
章
「
寿
塔
記
」
を
刻
し
た
も
の

で
あ
る
。
④
で
は
、
子
供
た
ち
が
高
齢
の
父
の
健
康
と
長
寿
を
祈
っ
て
、
⑤
で
は
老
い
先
短
い
こ
と
を
自
覚
し
た
高
齢
の
僧
が
、「
後
代

の
軌
（
後
代
の
人
々
の
よ
る
べ
き
道
）」
と
す
る
た
め
に
自
ら
造
立
し
、
甥
と
門
弟
が
寿
塔
記
を
書
い
て
い
る
。（
⑤
の
碑
文
に
よ
れ
ば
昶
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公
法
師
は
『
華
厳
経
』
を
講
じ
る
ひ
と
か
ど
の
学
僧
で
あ
っ
た
の
に
、
自
ら
の
寿
塔
に
偽
経
の
『
仏
頂
心
陀
羅
尼
経
』
が
刻
ま
れ
る
こ
と

を
許
し
て
い
る
点
は
面
白
い
）。
建
立
の
参
加
者
は
、
①
②
③
④
⑥
で
は
被
供
養
者
を
父
・
祖
父
・
曾
祖
父
と
す
る
者
で
構
成
さ
れ
、
⑤

の
門
弟
と
甥
を
含
め
、
供
養
さ
れ
る
者
か
ら
見
れ
ば
目
下
の
も
の
と
な
る
。
リ
ー
ダ
ー
は
多
く
の
場
合
被
供
養
者
の
息
子
（
必
ず
し
も

長
男
と
は
限
ら
な
い
。
例
は
②
）
が
つ
と
め
る
が
、
⑥
の
よ
う
に
兄
弟
が
音
頭
を
取
っ
て
い
る
例
も
あ
り
、
こ
の
場
合
は
被
供
養
者
の
子

供
が
年
齢
的
に
不
足
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
参
加
者
は
男
子
子
孫
と
そ
の
配
偶
者
に
は
限
ら
れ
ず
、
未
婚
で
ま
だ
生
家
に

残
っ
て
い
る
女
性
や
、
既
に
他
家
へ
嫁
し
た
女
性
（「
○
郎
婦
」
の
形
で
記
さ
れ
て
い
る
）
も
多
く
名
を
連
ね
て
い
る
。
滋
賀
秀
三
『
中

国
家
族
法
の
原
理
』
に
よ
れ
ば
、「
女
性
は
自
己
の
父
を
祭
る
資
格
を
有
し
な
い
」
も
の
で
あ
っ
た
。
未
婚
の
う
ち
は
誰
を
祭
る
資
格
を

も
持
た
ず
、
必
ず
他
家
へ
嫁
ぎ
、
嫁
ぎ
先
の
祭
祀
を
受
け
る
も
の
で
あ
っ（

41
）た。
ま
た
、
③
で
は
出
家
し
た
娘
（
尼
女
妙
浄
）
が
発
起
人
の

一
人
と
な
り
、
⑤
で
は
若
く
し
て
仏
僧
と
な
り
、
家
を
離
れ
た
者
の
寿
塔
を
建
て
る
こ
と
に
、
血
縁
者
で
あ
る
甥
が
参
加
し
て
い
る
。
他

に
も
①
で
は
、「
出
家
僧
佉
樞
」
と
い
う
も
の
が
造
碑
の
参
加
者
の
一
人
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
。
婚
姻
や
出
家
な
ど
で
生
家
を
出
た

人
間
に
も
、
造
碑
の
対
象
と
な
っ
た
り
、
参
加
し
た
り
す
る
資
格
が
あ
っ
た
こ
と
は
伝
統
的
な
祭
祖
と
の
大
き
な
違
い
で
あ
り
、
注
目
に

値
す
る
も
の
で
あ
る
。

造
碑
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
碑
文
か
ら
注
目
さ
れ
る
の
は
、
②
と
③
に
同
じ
趙
奉
先
と
い
う
人
物
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
彼

と
碑
文
に
見
え
る
他
の
メ
ン
バ
ー
と
の
間
に
血
縁
関
係
の
記
述
が
無
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
塔
を
建
て
た
石
屋
か
、
そ
の
取
り
次
ぎ
の
人

物
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
①
と
③
で
は
大
変
よ
く
似
た
経
典
を
た
た
え
る
文
章
（
夫
佛
頂
心
陁
羅
尼
者
諸
佛
宣
（
ま
た
は
宜
）

説
不
可
思
議
塵
霑
影
覆
皆
得
生（

42
）天…
）
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
業
者
は
依
頼
者
の
為
に
あ
る
程
度
テ
ン
プ
レ
ー
ト
の
よ
う

な
も
の
を
用
意
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
は
経
典
の
印
刷
の
た
め
の
版
木
が
あ
ら
か
じ
め
用
意
さ
れ
て
い
た
の
と

同
じ
状
況
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、『
仏
頂
心
陀
羅
尼
経
』
は
、
お
そ
ら
く
は
中
国
で
撰
述
さ
れ
た
経
典
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
金
代
の
石
刻
で
は
し
ば
し
ば
梵
文
に
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よ
る
陀
羅
尼
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
紙
の
版
本
で
は
こ
の
よ
う
な
梵
文
陀
羅
尼
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
梵
文
が
ど
こ
ま
で
「
正
し
い
」

の
か
は
不
明
で
あ
る
。

な
お
、
金
代
の
『
仏
頂
心
陀
羅
尼
経
』
テ
キ
ス
ト
に
は
、
他
に
房
山
石
刻
の
も
の
も
あ（

43
）る。
房
山
の
も
の
は
陀
羅
尼
だ
け
で
は
な
く
全

文
が
刻
さ
れ
て
お
り
、
経
幢
形
式
で
は
な
く
、
横
に
長
い
薄
い
石
版
に
刻
さ
れ
て
お
り
、
房
山
石
刻
大
蔵
経
と
同
じ
体
裁
を
と
っ
て
い
る
。

「
塔
下
八
九
六
九
～
」
の
も
の
に
は

施
主
奉
聖
州
住
人
李
阿
安
為
生
身
父
母
及

法
界
含
霊
？

（
44
）
造
此
陁
羅
尼
経
碑

　

皇
統
三
年
七
月
十
三
日
成
造
書
鐫　

記

と
い
う
題
記
が
あ
る
（
改
行
・
空
白
は
原
文
の
通
り
）。
奉
聖
州
は
『
遼
史
』
巻
四
十
一
「
地
理
志
五　

西
京
道
」
に
よ
れ
ば
唐
代
の

新
州
（
現
在
の
張
家
口
市
）
に
あ
た
る
。
金
の
大
安
元
年
（
一
〇
八
五
）
に
徳
興
府
に
編
入
さ
れ
た
（『
金
史
』
巻
二
十
四　

地
理
志
上　

西
京
路　

徳
興
府
）。
皇
統
三
年
は
一
一
四
三
年
で
あ
る
か
ら
、
旧
地
名
が
ま
だ
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
碑
文
で
は
寄
進
者

は
一
人
で
、
祈
願
の
対
象
は
「
生
身
父
母
」
と
「
法
界
含
霊
」
で
あ
り
、
淶
水
県
の
経
幢
と
は
ま
た
違
う
傾
向
が
見
て
取
れ
る
。
淶
水
県

の
経
幢
が
奉
納
者
に
と
っ
て
の
地
元
に
建
て
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
房
山
は
一
種
の
聖
地
で
あ
り
、
込
め
ら
れ
る
祈
願
に
も
違
い
が

生
じ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

『
北
京
図
書
館
蔵
中
国
歴
代
石
刻
拓
本
匯
編
』
を
見
る
と
、
石
刻
の
『
仏
頂
心
陀
羅
尼
経
』
は
金
代
に
し
か
見
出
す
こ
と
が
出
来
な
い
。

宋
代
と
明
代
は
『
仏
頂
心
陀
羅
尼
経
』
の
印
刷
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
石
刻
の
例
は
い
ま
の
と
こ
ろ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。「
一
、

『
仏
頂
心
陀
羅
尼
経
』
と
は
」
で
挙
げ
た
通
り
、
唐
代
に
い
く
つ
か
の
石
刻
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
ほ
か
、
北
京
法
源
寺
に
遼
代
の
経
幢
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残（
45
）石が
あ
り
、『
全
遼
文
』
に
も
「
鄭
□
造
陁
羅
尼
幢
記　

大
安
二（

46
）年」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
石
刻
は
金
代
だ
け
の
現
象
で
あ
る

と
は
言
え
な
い
が
、
遺
さ
れ
て
い
る
石
刻
の
量
か
ら
考
え
れ
ば
、
金
代
に
比
較
的
流
行
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

四
、
ま
と
め

『
仏
頂
心
陀
羅
尼
経
』
は
、
経
典
を
大
量
に
写
す
こ
と
の
功
徳
を
本
文
の
中
で
強
調
し
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
版
本
と
石
刻
が

残
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

紙
に
印
刷
さ
れ
た
も
の
は
、
夫
妻
連
名
の
寄
進
が
多
く
、
未
来
の
子
孫
の
繁
栄
が
祈
念
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
中
に
は
自
ら
身
に

覚
え
の
な
い
前
世
の
悪
業
が
、
子
供
に
害
を
及
ぼ
し
、
子
を
早
死
に
さ
せ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
不
安
が
表
明
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ

る
。『
仏
頂
心
陀
羅
尼
経
』
の
中
で
、
前
世
の
悪
業
が
子
供
の
夭
折
を
も
た
ら
す
と
い
う
記
述
が
あ
る
の
は
、
下
巻
第
三
話
の
箇
所
の
み

で
あ
る
。『
仏
頂
心
陀
羅
尼
経
』
下
巻
第
三
話
に
は
借
金
の
取
り
立
て
と
い
う
要
素
は
無
い
も
の
の
、『
金
瓶
梅
』
第
五
十
九
回
に
お
い
て

薛
姑
子
は
こ
の
話
を
李
瓶
児
に
語
り
聞
か
せ
た
あ
と
、「
你
這
兒
子
、
必
是
宿
世
冤
家
、
托
來
你
蔭
下
、
化
目
化
財
、
要
惱
害
你
身
（
あ

な
た
の
こ
の
子
供<

官
哥
児>

は
必
ず
や
前
世
の
仇
で
、
あ
な
た
の
も
と
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
来
て
財
産
を
浪
費
し
、
あ
な
た
の
身
を
苦

し
め
る
つ
も
り
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
）」
と
、
こ
の
話
に
は
も
と
も
と
含
ま
れ
て
い
な
い
散
財
の
話
を
付
け
加
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
『
仏
頂
心
陀
羅
尼
経
』
は
、
下
巻
第
三
話
を
介
し
て
、
こ
の
話
か
ら
少
し
遅
れ
て
成
立
す
る
討
債
鬼
故
事
と
結
び
つ
き
、
そ
の
流
布
に

伴
い
、
討
債
鬼
の
害
を
防
ぐ
も
の
と
し
て
信
仰
さ
れ
、
大
量
に
印
刷
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
方
石
刻
は
、
自
分
よ
り
目
上
の
者
（
生
死
に
関
わ
ら
ず
）
の
た
め
に
建
て
ら
れ
る
こ
と
が
殆
ど
で
あ
る
。
死
者
の
成
仏
は
『
仏
頂
心

陀
羅
尼
経
』
の
本
文
に
挙
げ
ら
れ
た
様
々
な
功
徳
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
が
、
紙
に
印
刷
す
る
場
合
と
は
異
な
る
祈
願
が
選
択
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
の
た
び
筆
者
は
ま
と
ま
っ
た
量
の
『
仏
頂
心
陀
羅
尼
経
』
石
刻
拓
本
を
調
査
す
る
機
会
を
得
て
、
石
刻
に
込
め
ら
れ
た

祈
願
は
、
本
来
の
目
的
で
あ
る
討
債
鬼
故
事
研
究
と
は
直
接
関
わ
り
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
し
か
し
今
回
の
調
査
に
よ
っ
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て
、
版
本
と
石
刻
で
は
『
仏
頂
心
陀
羅
尼
経
』
が
持
つ
機
能
に
大
き
な
違
い
の
あ
る
こ
と
に
加
え
、
さ
ら
に
一
つ
の
興
味
深
い
事
実
を
発

見
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
結
婚
し
て
生
家
を
出
る
女
性
、
既
に
結
婚
し
て
生
家
を
離
れ
た
女
性
、
出
家
者
の
よ
う
に
、

伝
統
的
な
祭
祖
で
は
資
格
外
と
さ
れ
る
メ
ン
バ
ー
が
多
数
造
碑
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
唐
代
の
文
言
小
説
に
始
ま
り
、
現
代
の

小
説
ま
で
、
中
国
の
文
芸
作
品
に
お
け
る
討
債
鬼
故
事
は
、
ほ
ぼ
完
全
に
父
と
息
子
の
物
語
で
あ
る
。『
仏
頂
心
陀
羅
尼
経
』
下
巻
第
三

話
の
よ
う
に
、
そ
の
前
段
階
で
は
前
世
の
敵
に
苦
し
め
ら
れ
る
母
親
の
話
が
存
在
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
奪
わ
れ
た
金
を
取
り

戻
す
」
と
い
う
要
素
が
加
わ
っ
た
途
端
、
母
親
の
姿
は
物
語
の
中
か
ら
消
え
去
っ
て
し
ま
う
。
前
世
の
負
債
を
請
求
さ
れ
る
の
は
父
、
取

り
返
す
も
の
は
息
子
と
い
う
物
語
の
み
が
繰
り
返
し
語
ら
れ
る
の
で
あ（

47
）る。
こ
こ
に
は
一
族
の
「
気
」
は
財
産
と
共
に
、
父
か
ら
息
子
へ

引
き
継
が
れ
る
と
す
る
男
系
中
心
の
家
族
観
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
宋
代
の
版
本
題
記
や
『
金
瓶
梅
』
の
李
瓶
児
の
例
に
見
た
よ
う

に
、『
仏
頂
心
陀
羅
尼
経
』
が
討
債
鬼
撃
退
の
た
め
に
印
刷
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
後
も
、
多
く
の
女
性
が
そ
の
版
行
に
携
わ
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。『
仏
頂
心
陀
羅
尼
経
』
の
石
刻
は
、
少
な
く
と
も
金
代
の
あ
る
地
域
に
は
、
伝
統
と
は
大
い
に
異
な
る
家
族
観
や
信
仰
が
存

在
し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
そ
れ
ら
の
実
情
を
知
る
こ
と
は
、
文
芸
作
品
の
み
か
ら
は
見
え
て
こ
な
い
討
債
鬼
故
事
、
女
性
に

と
っ
て
の
討
債
鬼
故
事
を
考
え
る
こ
と
と
も
繋
が
っ
て
来
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
今
後
も
『
仏
頂
心
陀
羅
尼
経
』
信
仰
の
実
態
に
つ
い
て

研
究
を
続
け
た
い
。

（
注
）

（
1
）　

討
債
鬼
故
事
は
、
Ａ
が
Ｂ
か
ら
借
り
た
金
を
踏
み
倒
し
（
あ
る
い
は
Ａ
が
Ｂ
か
ら
金
を
奪
い
）、
そ
の
た
め
Ｂ
は
死
後
Ａ
（
又
は
Ａ
の
生
ま
れ
変
わ
り
）

の
子
供
に
転
生
し
、
親
の
財
産
を
浪
費
し
、
Ａ
が
奪
っ
た
金
額
ま
で
使
い
切
っ
た
と
こ
ろ
で
死
亡
す
る
と
い
う
話
で
あ
る
。
概
要
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
鬼

討
債
説
話
の
成
立
と
展
開
―
我
が
子
が
債
鬼
で
あ
る
こ
と
の
発
見
―
」『
東
京
大
学
中
国
語
中
国
文
学
研
究
室
紀
要
』
第
九
号
（
二
〇
〇
六
）　

二
十
三
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～
四
十
七
頁
を
参
照
。
た
だ
し
こ
の
論
文
で
は
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
『
仏
頂
心
陀
羅
尼
経
』
下
巻
第
三
話
の
よ
う
に
、
被
害
者
が
加
害
者
の
子
供
に

転
生
し
て
復
讐
す
る
が
、
金
銭
の
取
り
立
て
を
含
ま
な
い
話
を
も
討
債
鬼
故
事
と
し
て
論
じ
て
い
た
。
本
稿
に
お
い
て
は
討
債
鬼
故
事
を
「
金
を
奪
わ

れ
た
被
害
者
の
霊
が
借
金
を
取
り
返
し
に
来
る
」「
被
害
者
が
加
害
者
の
子
供
に
転
生
す
る
」
と
い
う
二
つ
の
要
素
を
持
つ
も
の
と
定
義
す
る
。『
仏
頂

心
陀
羅
尼
経
』
下
巻
第
三
話
と
そ
の
類
話
（
前
述
の
拙
稿
で
は
「
阿
足
師
型
討
債
鬼
故
事
」
と
呼
ん
だ
）
は
、
討
債
鬼
故
事
成
立
の
前
段
階
に
あ
る
作

品
で
あ
る
と
見
解
を
改
め
る
。
討
債
鬼
故
事
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
、「
六
朝
・
唐
代
小
説
中
の
転
生
復
讐
譚
―
討
債
鬼
故
事
の
出
現
ま
で
」（『
東
方

学
』
第
一
一
五
輯
二
〇
〇
八
）　

三
十
七
～
五
十
四
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
2
）　

偽
経
は
疑
経
と
も
言
う
。
イ
ン
ド
の
原
典
か
ら
翻
訳
さ
れ
た
の
で
は
な
い
仏
典
を
指
す
語
で
、
偽
経
は
六
朝
以
来
の
代
々
の
経
録
の
編
纂
に
お
い
て
排

除
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
。
ど
の
経
典
を
も
っ
て
偽
経
と
す
る
か
に
つ
い
て
は
経
録
編
纂
者
に
よ
り
見
解
が
分
か
れ
る
場
合
が
あ
る
。
内
容
は
、
中
国

人
僧
の
撰
述
に
よ
る
教
理
研
究
書
か
ら
、
民
間
信
仰
の
要
請
か
ら
作
成
さ
れ
た
呪
術
的
な
も
の
ま
で
、
多
岐
に
わ
た
る
。
上
記
の
ま
と
め
は
牧
田
諦
亮

『
疑
経
研
究
』（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所　

一
九
七
六
）
第
一
章
に
よ
る
。

（
3
）　

東
京
大
学
所
蔵
Ｃ
四
〇

-

一
七
五
二 
阿
な
ど
多
数
。

（
4
）　

越
南
漢
喃
研
究
院
蔵　

Ａ
Ｃ
一
六
六　

Ａ
Ｃ
五
三
〇　

及
び
フ
ラ
ン
ス
ア
ジ
ア
学
会
所
蔵　

Paris SA
 PD

　

二
三
八
八
劉
春
銀
等
編
『
越
南
漢
喃
文

献
目
録
提
要
』（
中
央
研
究
院
中
国
文
哲
研
究
所　

二
〇
〇
二
）
五
〇
一
頁
、
五
〇
五
頁
。

（
5
）　

京
都
大
学
付
属
図
書
館
の
蔵
経
書
院
文
庫
の
内
の
一
冊
。
藏
／
十
六
／
フ
／
二　

寛
文
十
一
年
（
一
六
七
一
）
中
尾
市
良
兵
衛
刊
本
。
但
し
鎌
倉
時
代

中
期
の
高
山
寺
『
法
鼓
台
聖
教
目
録
』
第
二
に
「
佛
頂
心
陀
羅
尼
經
一
巻
」
の
書
名
が
見
え
る
た
め
（『
高
山
寺
経
蔵
古
目
録
』〈
東
京
大
学
出
版
会　

一
九
八
五
〉
一
五
六
頁
）、
少
な
く
と
も
こ
の
時
期
に
は
招
来
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
6
）　

ベ
ル
リ
ン
ト
ル
フ
ァ
ン
文
献
セ
ン
タ
ー
及
び
ロ
シ
ア
科
学
院
東
方
学
研
究
所
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
分
院
分
蔵
。
牛
汝
極
『
回
鶻
仏
教
文
献
・
回
鶻

漢
訳
疑
偽
仏
経
』（
新
疆
大
学
出
版
社　

二
〇
〇
〇
）
に
解
説
が
あ
る
。

（
7
）　Eric Grinstead

‘T
he T

angut T
ripitaka

’ （N
ew

 D
elhi Sharada Rani 

序
文
は
一
九
七
一
・
刊
行
年
は
記
載
な
し
）N

o.9

所
収
の
も
の
や
天
理

図
書
館
所
蔵
本
、
ロ
シ
ア
科
学
院
東
方
学
研
究
所
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
分
院
蔵
の
も
の
。

（
8
）　

西
田
龍
雄
『
西
夏
王
国
の
言
語
と
文
化
』（
岩
波
書
店　

一
九
九
七
）
所
収
「
西
夏
語
仏
典
に
つ
い
て
」（
四
五
四
頁
）
参
照
。Eric Grinstead

‘T
he 

T
angut T

ripitaka

’N
o.

九
の
写
本
に
対
応
。
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（
9
）　

大
正
大
蔵
経
第
二
十
冊
八
十
三
頁
b
～
九
十
六
頁
b

（
10
）　

大
正
大
蔵
経
第
二
十
冊
九
十
六
頁
b
～
一
○
三
頁
c

（
11
）　

陳
燕
珠
『
房
山
石
経
中
遼
末
與
金
代
刻
経
之
研
究
』（
覚
苑
出
版
社　

一
九
九
五
）　

五
七
三
～
五
七
四
頁
。

（
12
）　

縮
刷
版
（
大
東
出
版
社　

一
九
九
九
）、『
千
眼
』
が
6

－

三
二
○
頁
、『
千
手
』
が
6

－

三
二
五
頁
。

（
13
）　

鎌
田
茂
雄
『
中
国
仏
教
史
辞
典
』（
東
京
堂
出
版　

一
九
八
一
）「
菩
提
流
志
」
の
項
（
三
六
二
項
）
に
よ
る
と
、
唐
高
宗
の
永
淳
二
年
（
六
八
三
）
に

皇
帝
か
ら
招
か
れ
て
来
唐
、
開
元
十
五
年
（
七
二
七
）
に
没
し
た
と
あ
る
。

（
14
）　

胡
孚
琛
主
編
『
中
華
道
教
大
辞
典
』（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
出
版　

一
九
九
五
）「
符
水
治
病
」（
六
三
一
頁
）
を
参
照
の
こ
と
。
符
呪
を
書
い
た
紙
を

水
で
飲
ん
で
病
を
治
療
す
る
行
為
で
あ
り
、
後
漢
末
、
太
平
道
の
教
祖
で
あ
る
張
角
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
、
後
世
の
道
教
に
お
い
て
体
系
づ
け
ら
れ
た
。

病
や
症
状
に
よ
っ
て
使
用
す
る
符
呪
は
細
分
化
さ
れ
て
い
る
。

（
15
）　
『
中
国
古
典
文
学
与
文
献
学
研
究
』
第
四
輯
所
収
三
七
五
～
四
〇
一
頁
。

（
16
）　

①
潤
州
の
王
奂
之
書
の
も
の
（
朱
長
文
『
墨
池
編
』
巻
六
及
び
鄭
樵
『
通
志
』
巻
七
三
）
②
洛
陽
香
山
寺
の
牛
僧
孺
隷
書
の
も
の
（
同
）
③
英
徳
府
浛

光
県
開
元
寺
の
も
の
（
王
象
之
『
輿
地
碑
記
目
』
巻
三
「
英
徳
府
碑
記
」）
の
三
種
。

（
17
）　

な
お
第
四
話
の
類
話
に
つ
い
て
は
、
楊
宝
玉
が
更
に
『
敦
煌
本
仏
教
霊
験
記
校
注
並
研
究
』（
甘
粛
人
民
出
版
社　

二
〇
〇
九
）
に
お
い
て
、『
永
楽
大
典
』

巻
七
五
四
三
所
収
の
釈
延
寿
撰
『
金
剛
証
験
賦
』
に
あ
る
故
事
を
挙
げ
て
い
る 

（
実
際
は
『
金
剛
証
験
賦
』
本
文
で
は
な
く
『
永
楽
大
典
』
に
収
録
さ

れ
た
際
に
つ
け
ら
れ
た
注
の
中
に
見
え
る
話
で
あ
る
。『
永
楽
大
典
』
よ
り
先
の
出
所
は
辿
れ
な
い
の
で
、『
仏
頂
心
陀
羅
尼
経
』
の
話
が
も
と
に
な
っ

て
作
ら
れ
た
話
で
あ
る
可
能
性
は
否
め
な
い
）。

（
18
）　

例
え
ば
二
〇
〇
七
年
泰
安
岱
廟
で
得
た
『
仏
灯
』
は
、
偽
薬
を
売
っ
た
者
や
農
薬
が
残
っ
た
野
菜
を
売
っ
た
者
、
悪
徳
公
安
局
長
と
い
っ
た
悪
人
ら
が
、

死
後
地
獄
に
堕
ち
る
な
ど
の
報
い
を
う
け
る
因
果
応
報
故
事
七
編
を
収
め
る
。
政
治
的
に
き
わ
ど
い
内
容
の
た
め
か
、
寄
進
者
な
ど
の
名
前
は
無
い
。

ま
た
二
〇
〇
八
年
徐
州
の
市
街
地
の
寺
の
門
前
に
あ
っ
た
仏
具
店
で
得
た
『
報
応
故
事
』（
慈
恵
公
徳
会
印
贈　

民
国
八
十
五
年
〈
一
九
九
六
〉）
は
、

台
湾
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
、
肉
食
や
動
物
虐
待
を
し
た
者
が
報
い
を
受
け
る
話
を
多
く
収
め
る
。
二
〇
一
二
年
に
台
北
城
隍
廟
で
得
た
『
世
界

奇
事
集
』（
慈
心
文
化
中
心
印
贈
）
は
病
気
に
ま
つ
わ
る
不
思
議
な
話
を
多
く
収
め
る
。
少
な
く
と
も
台
湾
の
場
合
は
、「
慈
恵
公
徳
会
」
や
「
慈
心
文

化
中
心
」
の
よ
う
な
組
織
が
寄
付
を
集
め
て
経
典
を
印
刷
す
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
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（
19
）　

牧
田
前
掲
書
。
二
九
～
三
〇
頁
。

（
20
）　
『
九
天
生
神
章
経
』
の
こ
と
。『
道
蔵
』
洞
玄
部
一
六
五

（
21
）　
「
那
薛
姑
子
和
王
姑
子
兩
個
、
在
印
經
處
爭
分
錢
不
平
、
又
使
性
兒
、
彼
此
互
相
揭
調
。」（
五
十
九
回
）

（
22
）　

八
十
六
～
七
頁
。
出
土
場
所
は
湖
南
省
郴
県
鳳
凰
山
の
北
宋
期
の
古
磚
塔
跡
。

（
23
）　
『
浙
江
省
博
物
館
典
蔵
大
系　

東
方
仏
光
』（
浙
江
古
籍
出
版
社　

二
〇
〇
八
）　

一
四
七
～
八
頁

（
24
）　

こ
の
部
分
は
簡
体
字
の
「
发
」
に
似
た
字
が
入
る
が
、
不
詳
。

（
25
）　

こ
の
碑
文
は
、
注
1
で
挙
げ
た
拙
稿
「
鬼
討
債
説
話
の
成
立
と
展
開
―
我
が
子
が
債
鬼
で
あ
る
こ
と
の
発
見
―
」
で
も
取
り
上
げ
た
が
、
読
み
方
を
一

部
修
正
し
た
。

（
26
）　
『
浙
江
省
博
物
館
典
蔵
大
系　

東
方
仏
光
』（
浙
江
古
籍
出
版
社　

二
〇
〇
八
）　

一
四
九
～
五
〇
頁
。

（
27
）　

鄭
阿
財
前
掲
論
文
二
八
頁
。

（
28
）　

嘉
靖
二
十
年
に
冊
立
さ
れ
た
「
徳
妃
張
氏
」
と
思
わ
れ
る
（『
明
史
』
巻
五
十
四
礼
志
八
に
見
え
る
）。『
明
諡
紀
彙
編
』
巻
七
に
「
栄
昭　

世
廟
徳
妃
張

氏　

隆
慶
」
と
あ
り
、
隆
慶
年
間
（
一
五
六
七
～
七
二
）
に
「
栄
昭
」
と
い
う
諡
を
賜
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
29
）　
「
大
明
徳
妃
張
氏
謹
發
誠
心
喜
捨
資
材
命
工
印
造
／
佛
頂
心
陀
羅
尼
経
一
千
巻
／
王
靈
官
真
経
一
千
巻
散
施
／
十
方
流
通
讀
誦
專
保
／
眇
躬
清
吉
康
泰
謹

意
虔
誠
／
嘉
靖
三
十
六
年
七
月
吉
日
」
が
録
文
で
あ
り
、
具
体
的
に
何
を
祈
願
し
た
の
か
は
不
明
。
皇
帝
の
妃
の
名
に
よ
る
印
刷
で
あ
る
が
、
皺
の
よ
っ

た
紙
に
印
刷
さ
れ
、
か
す
れ
が
目
立
つ
。
字
も
庶
民
の
発
願
に
よ
る
も
の
と
比
べ
て
特
に
美
し
い
訳
で
は
な
い
。
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
印
刷
さ
れ
た
の

か
、
ま
だ
研
究
の
余
地
が
あ
る
版
本
で
あ
る
。

（
30
）　
「
考
妣
」
の
二
字
は
横
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
同
じ
行
の
「
王
馮
」
の
二
字
も
同
じ
。

（
31
）　

東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
倉
石
文
庫
蔵
。

（
32
）　

世
界
聖
典
刊
行
協
会　

一
九
三
三
。

（
33
）　

平
凡
社　

一
九
八
八
。

（
34
）　

閻
鳳
梧
主
編
。
山
西
古
籍
出
版
社　

二
〇
〇
二
。

（
35
）　

誰
に
と
っ
て
の
女
婿
な
の
か
不
明
。
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（
36
）　
「
力
」
の
下
に
「
日
」。

（
37
）　
『
石
刻
史
料
新
編
』（
新
文
豊
出
版
公
司　

一
九
七
七
）
二
十
六
冊
所
収
。

（
38
）　
『
石
刻
史
料
新
編
』（
新
文
豊
出
版
公
司　

一
九
七
七
）
二
十
七
・
八
冊
所
収
。

（
39
）　

梵
字
の
よ
う
な
字
が
見
え
る
。

（
40
）　
「
焉
」
の
下
半
分
の
み
。

（
41
）　

滋
賀
秀
三
『
中
国
家
族
法
の
原
理
』（
創
文
社　

一
九
七
六
）
第
四
章
第
三
節
の
一
「
女
性
と
祭
祀
」（
四
五
九
～
四
六
五
頁
）
に
よ
る
。

（
42
）　
「
宣
説
」
は
大
勢
の
人
に
宣
伝
し
て
教
え
聴
か
せ
る
こ
と
で
あ
る
。『
仏
頂
心
陀
羅
尼
経
』
は
、
も
ろ
も
ろ
の
仏
が
説
く
よ
う
に
そ
の
不
可
思
議
が
塵
を

う
る
お
す
よ
う
に
影
が
覆
う
よ
う
に
功
徳
を
及
ぼ
し
、
信
じ
る
者
は
皆
天
に
生
ま
れ
る
こ
と
を
得
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

（
43
）　

こ
の
石
刻
に
つ
い
て
詳
し
く
は
陳
燕
珠
『
房
山
石
経
中
遼
末
與
金
代
刻
経
之
研
究
』（
覚
苑
出
版
社　

一
九
九
五
）　

五
七
三
～
五
七
四
頁
。
を
参
照
の

こ
と
。
図
版
は
中
国
仏
教
協
会
編
『
房
山
石
経
』
二
十
二
（
中
国
仏
教
図
書
文
物
館　

一
九
九
一
）
六
一
七
～
六
二
〇
頁
及
び
六
二
三
～
六
二
六
頁
。

（
44
）　

旁
は
「
賣
」
で
あ
る
が
、
偏
が
判
読
不
能
。

（
45
）　

中
国
仏
教
図
書
文
物
館
編
『
法
源
寺
』（
法
源
寺
流
通
処　

一
九
八
一
）「
法
源
寺
貞
石
録
」
所
収　

六
七
頁
。

（
46
）　

陳
述
『
全
遼
文
』（
中
華
書
局　

一
九
八
二
）
巻
九　

二
三
〇
頁
。「
奉
爲
先
祖
耶
耶
娘
娘
」
と
い
う
語
句
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
父
母
と
先
祖
の
供
養
の

た
め
に
建
て
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
が
、
供
養
者
の
名
前
を
列
挙
し
た
部
分
は
欠
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
47
）　

雑
劇
『
崔
府
君
断
冤
家
』
が
唯
一
の
例
外
で
あ
る
。
こ
の
戯
曲
で
は
張
善
友
の
妻
が
夫
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
勧
進
僧
の
銀
を
横
領
し
、
そ
の
た
め
に

張
善
友
が
討
債
鬼
の
息
子
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。

附　
『
仏
頂
心
陀
羅
尼
経
』
の
主
な
テ
キ
ス
ト

敦
煌
本

『
觀
世
音
菩
薩
救
難
神
驗
經
』
Ｐ
．
三
二
三
六　

パ
リ
国
立
図
書
館
蔵
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『
佛
頂
心
觀
世
音
經
』
Ｐ
．
三
九
一
六　

パ
リ
国
立
図
書
館
蔵

宋
本

『
佛
頂
心
觀
世
音
菩
薩
大
陀
羅
尼
經
』（
嘉
祐
八
年
〈
一
〇
六
三
〉）　

※
『
文
物
』
一
九
五
九
年
第
一
〇
期
「
文
物
工
作
報
導
」（
本
文
2
―
①
）

『
佛
頂
心
觀
世
音
菩
薩
大
陀
羅
尼
輪
經
』
〇
四
九
二
七
（
崇
寧
元
年
〈
一
一
〇
二
〉）　

北
京
国
家
図
書
館
蔵

『
佛
頂
心
大
陀
羅
尼
經
』
一
六
〇
一
八　

北
京
国
家
図
書
館
蔵

『
佛
頂
心
陀
羅
尼
經
』
一
六
〇
九
五　
　

北
京
国
家
図
書
館
蔵

『
佛
頂
心
陀
羅
尼
經
』
八
二
二
三
八
二
五
（
紹
興
四
年
〈
一
一
三
四
〉）　

上
海
図
書
館
蔵
（
抄
本
）

『
南
宋
佛
頂
心
陁
羅
尼
經
』（
乾
道
八
年
〈
一
一
七
二
〉）　

浙
江
省
博
物
館
蔵
（
本
文
2
―
②
）

遼
本

『
佛
頂
心
觀
世
音
陀
羅
尼
残
經
幢
』
北
京
八
一
四
（
重
煕
十
二
年
〈
一
〇
四
三
〉）
石
は
法
源
寺
、
拓
本
は
北
京
国
家
図
書
館
蔵

『
佛
頂
心
觀
世
音
菩
薩
大
陀
羅
尼
經
』
甲　

※
応
県
木
塔
出
土
本

『
佛
頂
心
觀
世
音
菩
薩
大
陀
羅
尼
經
』
乙　

※
応
県
木
塔
出
土
本

金
本『

佛
頂
心
觀
世
音
菩
薩
大
陁
羅
尼
經
』
塔
下
八
九
六
九
・
八
九
五
九
・
八
九
七
〇
・
八
九
五
八
（
皇
統
三
年
〈
一
一
四
三
〉）　

※
房
山
石
刻

『
佛
頂
心
觀
世
音
菩
薩
大
陁
羅
尼
經
』
塔
下
七
六
〇
五
・
六
八
四
七
・
七
六
〇
三
・
七
六
〇
二　

※
房
山
石
刻

『
金
大
佛
寺
經
幢
』（
Ｔ
六
一
三
．
六
三
／
四
〇
二
四
）（
大
定
二
十
三
年
〈
一
一
八
三
〉） 

傅
斯
年
図
書
館
蔵
（
北
京
図
書
館
蔵
「
李
温
陀
羅
尼
経
幢
」　

葉

二
三
三　

と
同
石
よ
り
の
拓
本
）

『
金
陀
羅
尼
經
幢
』（
Ｔ
六
一
三
．
六
三
／
七
三
六
七
）（
明
昌
二
年
〈
一
一
九
一
〉）　 
傅
斯
年
図
書
館
蔵
（
北
京
図
書
館
蔵
「
任
子
琪
建
陀
羅
尼
幢
記
」　

葉

二
四
四　

と
同
石
よ
り
の
拓
本
）
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『
金
觀
音
庵
佛
頂
心
陀
羅
尼
經
幢
』（
Ｔ
六
一
三
．
六
三
／
四
六
〇
〇
）（
泰
和
元
年
〈
一
二
〇
一
〉）　

傅
斯
年
図
書
館
蔵
（
北
京
図
書
館
蔵
「
劉
民
壽
塔
幢
」

　

葉
二
五
六　

と
同
石
よ
り
の
拓
本
）

『
金
佛
頂
心
陀
羅
尼
經
幢
』（
Ｔ
六
一
三
．
六
三
／
二
五
一
三
）（
大
安
二
年
〈
一
二
一
〇
〉）　

傅
斯
年
図
書
館
蔵
（
北
京
図
書
館
蔵
「
王
建
忠
建
陀
羅
尼
経
幢
」

各
一
〇
二
九
九
と
同
石
よ
り
の
拓
本
）

『
金
昶
公
法
師
壽
塔
記
』（
Ｔ
六
五
四
．
六
三
）（
大
安
二
年
〈
一
二
一
〇
〉）
傅
斯
年
図
書
館
蔵
（
北
京
図
書
館
蔵
「
思
昶
壽
塔
幢
」
葉
二
七
一
と
同
石
よ
り

の
拓
本
）

『
李
興
仁
及
僧
妙
浄
建
陀
羅
尼
幢
記
』
葉
二
四
六
（
明
昌
三
年
〈
一
一
九
二
〉）（
北
京
図
書
館
蔵
）

『
趙
彦
忠
建
石
幢
』
葉
二
六
五
（
泰
和
六
年
〈
一
二
〇
六
〉）（
北
京
図
書
館
蔵
）

『
孫
□
哥
建
陀
羅
尼
經
幢
』
葉
二
二
五
（
大
定
十
七
年
〈
一
一
七
七
〉）（
北
京
図
書
館
蔵
）

西
夏
本

『
佛
頂
心
陀
羅
尼
經
』（
西
夏
語
）　

ロ
シ
ア
科
学
院
東
方
学
研
究
所
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
分
院
蔵

『
佛
頂
心
觀
世
音
菩
薩
治
病
生
□
法
經
』（
西
夏
語
）　

同
蔵

『
佛
頂
心
觀
世
音
菩
薩
大
陀
羅
尼
經
』（
西
夏
語
）　

同
蔵

『
佛
頂
心
自
在
王
陀
羅
尼
經
』（
漢
語
）
Ｔ
Ｋ
―
一
七
四　

同
蔵

Ｏ
r.
一
二
三
八
〇
―
二
一
〇
二
Ｒ
Ｖ
（
Ｋ
．
Ｋ
．
Ⅱ
〇
二
四
三
．
ｅ
）（
西
夏
語
） 

大
英
博
物
館
蔵
（
ス
タ
イ
ン
本
）

Ｏ
r.
一
二
三
八
〇
―
三
〇
二
五
（
Ｋ
．
Ｋ
．
Ⅱ
〇
二
四
三
．
ｂ
）（
西
夏
語
） 

大
英
博
物
館
蔵
（
ス
タ
イ
ン
本
）

天
理
図
書
館
蔵
二
種
。

Eric Grinstead

『T
he T

angut T
ripitaka

』N
o.

九
所
収
二
種
。

ウ
イ
グ
ル
本

残
片
多
数　

ベ
ル
リ
ン 

吐
魯
番
文
献
中
心
及
び
ロ
シ
ア
科
学
院
東
方
学
研
究
所
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
分
院
に
分
蔵
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元
本『

佛
頂
心
大
陀
羅
尼
經
』　

浙
江
省
博
物
館
蔵

明
本『

佛
頂
心
觀
世
音
菩
薩
大
陀
羅
尼
經
』
故
佛
〇
〇
〇
四
一
九　

台
湾
故
宮
博
物
院
蔵

『
佛
頂
心
大
陀
羅
尼
經
』
〇
九
三
．
二
／
六
（
嘉
靖
三
十
六
年
〈
一
五
五
七
〉）　

佛
教
大
学
図
書
館
蔵

『
佛
頂
心
大
陀
羅
尼
經
』（
正
統
五
年
〈
一
四
四
〇
〉）
米
国
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ
ス
博
物
館
蔵

清
（
民
国
）
本

『
佛
頂
心
經
三
巻
』
特
七
八
一
三　

東
京
都
立
図
書
館
蔵
（
本
文
2
―
③
）

朝
鮮
本

『
佛
頂
心
陀
羅
尼
經
三
卷
』
国
会 

東
京 

い
－

七
一 
国
会
図
書
館
蔵

『
佛
頂
心
陀
羅
尼
經
三
卷
』
Ｃ
四
〇

－

一
七
五
二 

阿　

東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵

『
佛
頂
心
觀
世
音
菩
薩
大
陀
（
羅
）
尼
經
』
四
五
五
八　

東
京
大
学
小
倉
文
庫

『
佛
頂
心
陀
羅
尼
經
』
四
三
四
九　

東
京
大
学
小
倉
文
庫

『
佛
頂
心
經
』
〇
九
三
．
九
／
六
／
八
一　

佛
教
大
学
図
書
館

な
ど
多
数
。

ベ
ト
ナ
ム
本

『
佛
頂
心
經
』
Ａ
Ｃ
一
六
六　

越
南
漢
喃
研
究
院
蔵

『
佛
頂
心
經
』
Ａ
Ｃ
五
三
〇　

越
南
漢
喃
研
究
院
蔵
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『
佛
頂
心
經
』Paris　

Ｓ
Ａ　

Ｐ
Ｄ　

二
三
八
八　

フ
ラ
ン
ス
ア
ジ
ア
学
会
所
蔵

和
刻
本

『
佛
頂
心
陀
羅
尼
經
三
巻
』
蔵
／
十
六
／
フ
／
二
（
寛
文
十
一
年
〈
一
六
七
一
〉）　

京
都
大
学
付
属
図
書
館
蔵

朝
代
不
明

『
佛
頂
心
觀
世
音
呪
殘
石
』
Ｔ
六
一
三
／
二
五
一
三　

傅
斯
年
図
書
館
蔵

記
録
の
み
が
残
る
も
の

『
佛
頂
心
陁
羅
尼
經
』
潤
州
の
王
奂
之
書
の
も
の
（
朱
長
文
『
墨
池
編
』
巻
六
・
鄭
樵
『
通
志
』
巻
七
三
）

『
佛
頂
心
陁
羅
尼
經
』
洛
陽
の
牛
僧
孺
隷
書
の
も
の
（
鄭
樵
『
通
志
』
巻
七
三
）

『
佛
頂
心
經
』
英
徳
府
浛
光
県
開
元
寺
の
も
の
（
王
象
之
『
輿
地
碑
記
目
』
巻
三
「
英
徳
府
碑
記
」）

『
佛
頂
心
陀
羅
尼
經
一
巻
』（
高
山
寺
『
法
鼓
台
聖
教
目
録
』
第
二
）

『
鄭
□
造
陁
羅
尼
幢
記　

大
安
二
年
』（
陳
述
輯
校
『
全
遼
文
』
巻
九　

中
華
書
局　

一
九
八
二　

二
三
〇
頁
）


